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私たちの村
－７月１日現在－
人口 1,055 人

男 494 人 女 561 人
世帯数 605 世帯
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命
名
理
由

　ピ
ー
ス
を
し
た
龍

の
か
わ
い
い
姿
か
ら
。

ピ
ー
ス
と
平
和
の
ピ
ー

ス
（peace

）
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の
。

　
令
和
６
年
２
月
に
実

施
し
た
名
前
の
公
募
の

中
か
ら
選
定
を
行
い
、

東
原
Ａ
区
の
野
竹
好
美

さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ

い
た
名
前
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
名
前
案
は
24
件
あ

り
、
天
龍
村
を
連
想
し

た
名
前
の
ほ
か
、
方
言

を
用
い
た
も
の
な
ど

様
々
な
発
想
で
応
募
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
、
た
く
さ
ん
の

素
敵
な
名
前
を
考
え
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
天
龍
村

と
、「
ど
ら
っ
ぴ
ー
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

「どらっぴー」です!

村公式 マスコットキャラクターの
　　名前が決定しました!

公益財団法人長野県市町村振興協会

オーケストラと友に2024
天龍村開催

in

辰年記念イベント

　６月８日㈯、第22回天龍村大運動会が初夏の晴天のなか、盛大に開催されました。
　園児、小・中学生は日頃の練習の成果を遺憾なく発揮し、はつらつとした姿を披露することができました。
　また今年は辰（龍）年ということで、天龍村にとって非常に縁起の良い年ということもあり、それに
あやかった公民館主催競技なども行い、大勢のみなさまにご参加いただきました。
　また、新型コロナウイルス感染症が５類に移行したことに伴い、昼食時に婦人会のみなさまのご厚意
により、数年振りに天龍カレーが復活しました。みなさん笑顔で召し上がっている姿が印象的でした。
　また、来年度についても盛大に開催できるよう、準備してまいりたいと思いますので、ご協力のほど
よろしくお願いします。

　５月４日㈯、オーケストラと友に2024in天龍村がなんでも館で開催されました。223名が来場し音楽
を楽しみました。このコンサートは、より身近な場所で一流のクラシック音楽に親しんで欲しいという
理念のもと、毎年飯田市などで名古屋フィルハーモニーのメンバーを招いて開催されています。
　今年は12年に一度の辰年、つまり天龍村にとって特別な１年にするために初めてなんでも館に名古屋
フィルハーモニーの金管五重奏のメンバーを招いて、本物の音楽に親しみました。サウンド・オブ・ミュー
ジックなど、一度は聞いた事がある曲も流れて、会場はとても盛り上がりました。
　また、小学生による天龍熊伏太鼓の歓迎演奏や村内で活動しているリューズシンフォニージャズバン
ドとの合同演奏もあり、素敵な夜になりました。

天龍村大運動会開催第22回



人
権
擁
護
委
員
に

宮
澤
英
行
氏
が
再
任

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）（
専

決
第
４
号
）

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）（
専
決
第
５
号
）

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）（
専
決
第
６
号
）

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）（
専
決

第
７
号
）

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）（
専
決

第
８
号
）

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
営
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

〇
天
龍
村
南
中
児
童
公
園
設
置

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
南
中
地
区
に
整
備

を
進
め
て
い
る
公
園
に
つ
い

て
、
名
称
を
「
天
龍
村
南
中
児

童
公
園
」
と
す
る
な
ど
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
必

要
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で

す
。

〇
天
龍
村
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

に
つ
い
て
　

　
内
容
は
、
令
和
６
年
６
月
30

日
を
も
っ
て
天
龍
村
社
会
就
労

セ
ン
タ
ー
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
条
例
を
廃
止
し
た
も

の
で
す
。

〇
天
龍
村
和
知
野
川
緑
地
等
利

用
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
６
年
７
月
１

日
か
ら
和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場

施
設
の
指
定
管
理
者
を
、
合
同

会
社
純
晴
天
　
代
表
社
員
　
松

川
友
哉
氏
と
定
め
た
も
の
で

す
。

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
４

日
㈫
に
開
会
し
、
12
日
㈬
ま
で

の
９
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
天
龍
村
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
つ
い
て
（
専

決
第
２
号
）

　
内
容
は
、
地
方
税
法
改
正
に

伴
い
、
定
額
減
税
に
係
る
規
定

の
整
備
、
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
災
害
に
係
る
雑
損
控
除
の

特
例
措
置
、
子
育
て
世
帯
等
に

対
す
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
拡

充
、
固
定
資
産
税
の
負
担
調
整

措
置
な
ど
の
改
正
を
承
認
し
た

も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
（
専
決
第
３
号
）

　
内
容
は
、
地
方
税
法
改
正
に

伴
い
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
分
課

税
限
度
額
を
22
万
円
か
ら
24
万

円
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
軽

減
判
定
所
得
の
見
直
し
を
行
う

改
正
を
承
認
し
た
も
の
で
す
。

〇
有
限
会
社
天
龍
農
林
業
公
社

の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い

て
〇
有
限
会
社
龍
泉
閣
の
経
営
状

況
の
報
告
に
つ
い
て

〇
天
龍
村
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
委
員
会
の
「
開
会

の
特
例
」、「
秘
密
会
」
な
ど
の

手
続
き
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
で
き
る
よ
う
改
正
し
た
も

の
で
す
。

〇「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推

進
と
教
員
増
の
た
め
の
教
育

予
算
確
保
」・「
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡

充
」
を
求
め
る
請
願

　
審
議
の
結
果
採
択
さ
れ
、
内

閣
総
理
大
臣
を
始
め
関
係
大
臣

等
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

〇「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑

み
、
へ
き
地
手
当
等
支
給
率

を
近
隣
県
並
み
の
水
準
に
戻

す
こ
と
」
を
長
野
県
知
事
に

求
め
る
陳
情

　
審
議
の
結
果
採
択
さ
れ
、
長

野
県
知
事
、
長
野
県
議
会
議
長

へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

〇
大
平
正
長
議
員

１
．
西
原
公
営
住
宅
の
建
て
替

え
に
つ
い
て

２
．
㈲
天
龍
農
林
業
公
社
の
運

営
に
つ
い
て

３
．
私
有
空
き
地
の
環
境
保
全

対
策
に
つ
い
て

４
．
天
龍
村
地
域
貢
献
活
動
応

援
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

〇
熊
谷
美
沙
子
議
員

１
．
天
龍
村
の
教
育
に
つ
い
て

２
．
集
会
所
の
維
持
管
理
等
に

つ
い
て

３
．
地
方
税
の
納
付
方
法
に
つ

い
て

〇
村
松
克
一
議
員

１
．
不
易
流
行
に
つ
い
て

２
．
将
来
人
口
の
見
通
し
に
つ

い
て

３
．
協
働
の
む
ら
づ
く
り
に
つ

い
て

承
認
さ
れ
た
案
件

（３）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）７月25日 広 報　天　　龍（２）令和６年（2024年）７月25日

可
決
さ
れ
た
案
件

報
　
　
　告

発
　
　
　議

予
　
　
　算

一
　般
　質
　問

請 

願
・
陳 

情 

等

視
察
が
行
わ
れ
、
村
職
員
か
ら

令
和
５
年
度
に
整
備
さ
れ
た
箇

所
や
今
年
度
に
計
画
さ
れ
て
い

る
事
業
を
中
心
と
し
た
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
2
回

令和５年度　補　正　予　算
会計名 補正前の額 補正額 計

一般 （第９号） 専決 32 億 7,100 万円 4,672 万円 33 億 1,772 万円
国民健康保険 （第２号） 専決 １億 5,375 万円 △ 5,178 万円 1億 197 万円
介護保険 （第４号） 専決 3億 1,548 万円 △ 1,092 万円 3億 456 万円
後期高齢者医療保険 （第１号） 専決 3,068 万円 △ 177 万円 2,891 万円
国民健康保険診療所 （第５号） 専決 6,294 万円 △ 1,420 万円 4,874 万円

令和６年度　補　正　予　算
会計名 補正前の額 補正額 計

一般 （第１号） 22 億 2,500 万円 7,535 万円 23 億 35 万円
介護保険 （第１号） 3億 1,879 万円 59 万円 3億 1,938 万円
国民健康保険診療所 （第１号） 5,813 万円 224 万円 6,037 万円

令和６年度　補　正　予　算
公営企業会計 補正前の額 補正額 計

村営水道事業
（第１号）

収益的 収入 4,902 万円 4万円 4,906 万円
支出 6,455 万円 6万円 6,461 万円

資本的 収入 4,228 万円 30 万円 4,258 万円
支出 4,400 万円 30 万円 4,430 万円

村営下水道事業
（第１号）

収益的 収入 7,473 万円 4万円 7,477 万円
支出 7,992 万円 4万円 7,996 万円

資本的 収入 2,842 万円 -万円 2,842 万円
支出 2,842 万円 -万円 2,842 万円

※村営水道事業会計、村営下水道事業会計は令和６年度より公営企業会計へ移行しました。

下
伊
那
南
部
建
設
事
務
所
と
の
行
政
交
流
会

議
会
の
村
内
視
察

　
６
月
17
日
㈪
に
、
全
議
員
が

参
加
し
て
村
議
会
に
よ
る
村
内

開設改良工事が進められて
いる村道（仮称）新平神線

天龍小・中学校への電気を補うことができる
蓄電池システムが整備されました

通学路の歩道整備が予定
されている村道登立線

　
人
権
擁
護
委
員
に
宮
澤
英

行
氏（
西
原
区
）が
再
任
さ
れ
、

７
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
７
月
１

日
か
ら
令
和
９
年
６
月
30
日

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
人
権
に
関
す
る
諸
問
題
の

相
談
に
応
じ
、
問
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

宮澤 英行 氏
（西原区）

　
続
い
て
、
会
場
を
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
行
わ
れ
た

県
事
業
の
説
明
で
は
、（
主
）

飯
田
富
山
佐
久
間
線
の
平
岡
ダ

ム
〜
十
方
峡
橋
間
の
ト
ン
ネ
ル

化
の
計
画
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
24
日
㈪
に
下
伊
那
南
部

建
設
事
務
所
と
村
議
会
議
員
、

村
職
員
と
の
行
政
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、
下
伊
那
南
部
建
設
事

務
所
職
員
８
名
と
、
村
議
会
議

員
７
名
及
び
村
長
ほ
か
村
職
員

７
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
会
は
毎
年
実
施
し

て
お
り
、現
場
視
察
で
は
、

国
道
４
１
８
号
の
新
野
〜

川
島
間
の
道
路
課
改
良
、

足
瀬
災
害
復
旧
、
福
島
ト

ン
ネ
ル
平
岡
側
坑
口
部
の

道
路
改
築
や
芝
沢
川
の
砂

防
事
業
な
ど
の
箇
所
に
つ

い
て
、
下
伊
那
南
部
建
設

事
務
所
の
職
員
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

災害復旧　足瀬

国道418号 新野～川島



人
権
擁
護
委
員
に

宮
澤
英
行
氏
が
再
任

〇
令
和
５
年
度
天
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村
一
般
会
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補
正
予
算
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第
９
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決
第
４
号
）

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）（
専
決
第
５
号
）

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）（
専
決
第
６
号
）

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）（
専
決

第
７
号
）

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）（
専
決

第
８
号
）

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
営
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

〇
令
和
６
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

〇
天
龍
村
南
中
児
童
公
園
設
置

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
南
中
地
区
に
整
備

を
進
め
て
い
る
公
園
に
つ
い

て
、
名
称
を
「
天
龍
村
南
中
児

童
公
園
」
と
す
る
な
ど
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
必

要
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で

す
。

〇
天
龍
村
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

に
つ
い
て
　

　
内
容
は
、
令
和
６
年
６
月
30

日
を
も
っ
て
天
龍
村
社
会
就
労

セ
ン
タ
ー
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
条
例
を
廃
止
し
た
も

の
で
す
。

〇
天
龍
村
和
知
野
川
緑
地
等
利

用
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
６
年
７
月
１

日
か
ら
和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場

施
設
の
指
定
管
理
者
を
、
合
同

会
社
純
晴
天
　
代
表
社
員
　
松

川
友
哉
氏
と
定
め
た
も
の
で

す
。

〇
令
和
５
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

　
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
４

日
㈫
に
開
会
し
、
12
日
㈬
ま
で

の
９
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
天
龍
村
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
つ
い
て
（
専

決
第
２
号
）

　
内
容
は
、
地
方
税
法
改
正
に

伴
い
、
定
額
減
税
に
係
る
規
定

の
整
備
、
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
災
害
に
係
る
雑
損
控
除
の

特
例
措
置
、
子
育
て
世
帯
等
に

対
す
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
拡

充
、
固
定
資
産
税
の
負
担
調
整

措
置
な
ど
の
改
正
を
承
認
し
た

も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
（
専
決
第
３
号
）

　
内
容
は
、
地
方
税
法
改
正
に

伴
い
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
分
課

税
限
度
額
を
22
万
円
か
ら
24
万

円
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
軽

減
判
定
所
得
の
見
直
し
を
行
う

改
正
を
承
認
し
た
も
の
で
す
。

〇
有
限
会
社
天
龍
農
林
業
公
社

の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い

て
〇
有
限
会
社
龍
泉
閣
の
経
営
状

況
の
報
告
に
つ
い
て

〇
天
龍
村
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
内
容
は
、
委
員
会
の
「
開
会

の
特
例
」、「
秘
密
会
」
な
ど
の

手
続
き
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
で
き
る
よ
う
改
正
し
た
も

の
で
す
。

〇「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推

進
と
教
員
増
の
た
め
の
教
育

予
算
確
保
」・「
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡

充
」
を
求
め
る
請
願

　
審
議
の
結
果
採
択
さ
れ
、
内

閣
総
理
大
臣
を
始
め
関
係
大
臣

等
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

〇「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑

み
、
へ
き
地
手
当
等
支
給
率

を
近
隣
県
並
み
の
水
準
に
戻

す
こ
と
」
を
長
野
県
知
事
に

求
め
る
陳
情

　
審
議
の
結
果
採
択
さ
れ
、
長

野
県
知
事
、
長
野
県
議
会
議
長

へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

〇
大
平
正
長
議
員

１
．
西
原
公
営
住
宅
の
建
て
替

え
に
つ
い
て

２
．
㈲
天
龍
農
林
業
公
社
の
運

営
に
つ
い
て

３
．
私
有
空
き
地
の
環
境
保
全

対
策
に
つ
い
て

４
．
天
龍
村
地
域
貢
献
活
動
応

援
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

〇
熊
谷
美
沙
子
議
員

１
．
天
龍
村
の
教
育
に
つ
い
て

２
．
集
会
所
の
維
持
管
理
等
に

つ
い
て

３
．
地
方
税
の
納
付
方
法
に
つ

い
て

〇
村
松
克
一
議
員

１
．
不
易
流
行
に
つ
い
て

２
．
将
来
人
口
の
見
通
し
に
つ

い
て

３
．
協
働
の
む
ら
づ
く
り
に
つ

い
て

承
認
さ
れ
た
案
件

（３）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）７月25日 広 報　天　　龍（２）令和６年（2024年）７月25日

可
決
さ
れ
た
案
件

報
　
　
　告

発
　
　
　議

予
　
　
　算

一
　般
　質
　問

請 

願
・
陳 

情 

等

視
察
が
行
わ
れ
、
村
職
員
か
ら

令
和
５
年
度
に
整
備
さ
れ
た
箇

所
や
今
年
度
に
計
画
さ
れ
て
い

る
事
業
を
中
心
と
し
た
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
2
回

令和５年度　補　正　予　算
会計名 補正前の額 補正額 計

一般 （第９号） 専決 32 億 7,100 万円 4,672 万円 33 億 1,772 万円
国民健康保険 （第２号） 専決 １億 5,375 万円 △ 5,178 万円 1億 197 万円
介護保険 （第４号） 専決 3億 1,548 万円 △ 1,092 万円 3億 456 万円
後期高齢者医療保険 （第１号） 専決 3,068 万円 △ 177 万円 2,891 万円
国民健康保険診療所 （第５号） 専決 6,294 万円 △ 1,420 万円 4,874 万円

令和６年度　補　正　予　算
会計名 補正前の額 補正額 計

一般 （第１号） 22 億 2,500 万円 7,535 万円 23 億 35 万円
介護保険 （第１号） 3億 1,879 万円 59 万円 3億 1,938 万円
国民健康保険診療所 （第１号） 5,813 万円 224 万円 6,037 万円

令和６年度　補　正　予　算
公営企業会計 補正前の額 補正額 計

村営水道事業
（第１号）

収益的 収入 4,902 万円 4万円 4,906 万円
支出 6,455 万円 6万円 6,461 万円

資本的 収入 4,228 万円 30 万円 4,258 万円
支出 4,400 万円 30 万円 4,430 万円

村営下水道事業
（第１号）

収益的 収入 7,473 万円 4万円 7,477 万円
支出 7,992 万円 4万円 7,996 万円

資本的 収入 2,842 万円 -万円 2,842 万円
支出 2,842 万円 -万円 2,842 万円

※村営水道事業会計、村営下水道事業会計は令和６年度より公営企業会計へ移行しました。

下
伊
那
南
部
建
設
事
務
所
と
の
行
政
交
流
会

議
会
の
村
内
視
察

　
６
月
17
日
㈪
に
、
全
議
員
が

参
加
し
て
村
議
会
に
よ
る
村
内

開設改良工事が進められて
いる村道（仮称）新平神線

天龍小・中学校への電気を補うことができる
蓄電池システムが整備されました

通学路の歩道整備が予定
されている村道登立線

　
人
権
擁
護
委
員
に
宮
澤
英

行
氏（
西
原
区
）が
再
任
さ
れ
、

７
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
７
月
１

日
か
ら
令
和
９
年
６
月
30
日

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
人
権
に
関
す
る
諸
問
題
の

相
談
に
応
じ
、
問
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

宮澤 英行 氏
（西原区）

　
続
い
て
、
会
場
を
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
行
わ
れ
た

県
事
業
の
説
明
で
は
、（
主
）

飯
田
富
山
佐
久
間
線
の
平
岡
ダ

ム
〜
十
方
峡
橋
間
の
ト
ン
ネ
ル

化
の
計
画
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
24
日
㈪
に
下
伊
那
南
部

建
設
事
務
所
と
村
議
会
議
員
、

村
職
員
と
の
行
政
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、
下
伊
那
南
部
建
設
事

務
所
職
員
８
名
と
、
村
議
会
議

員
７
名
及
び
村
長
ほ
か
村
職
員

７
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
会
は
毎
年
実
施
し

て
お
り
、現
場
視
察
で
は
、

国
道
４
１
８
号
の
新
野
〜

川
島
間
の
道
路
課
改
良
、

足
瀬
災
害
復
旧
、
福
島
ト

ン
ネ
ル
平
岡
側
坑
口
部
の

道
路
改
築
や
芝
沢
川
の
砂

防
事
業
な
ど
の
箇
所
に
つ

い
て
、
下
伊
那
南
部
建
設

事
務
所
の
職
員
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

災害復旧　足瀬

国道418号 新野～川島



　
定
額
減
税
の
対
象
と
な
る
方

で
、
定
額
減
税
可
能
額
が
「
令

和
６
年
分
推
計
所
得
税
額
」
ま

た
は
「
令
和
６
年
度
分
個
人
住

民
税
所
得
割
額
」を
上
回
る（
減

税
し
き
れ
な
い
）
と
見
込
ま
れ

る
方
に
対
し
、
そ
の
差
額
を
調

整
の
う
え
給
付
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
へ
は
８
月
下

旬
頃
に
、
個
別
に
通
知
を
発
送

し
ま
す
。
お
手
元
に
通
知
が
届

き
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
開
封
し

て
い
た
だ
き
、
記
載
内
容
な
ど

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
通
知
に
は
期
限

が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
震
災
後
に
、
村
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
役
場
及
び
南
支
所
で

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
し

た
が
、６
月
末
時
点
で
２
６
７
，

０
６
０
円
と
な
り
、
日
本
赤
十

字
社
長
野
県
支
部
を
通
じ
被
災

さ
れ
た
市
町
村
へ
全
額
送
金
し

ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
ご

協
力
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

（15）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）７月25日 広 報　天　　龍（４）令和６年（2024年）７月25日

令和５年度 「ふるさと寄附金」実績報告

寄附金を活用した主な事業

　令和５年度ふるさと寄附金は、令和６年３月末までに16,760,000円、1,153件のご寄附をいただきまし
た。みなさんからの温かいご支援に心から感謝申し上げます。

みなさんからご指定いただいた分野ごとに、以下の事業に活用させていただきました。

子育て支援、教育に関する事業
・小中学校への入学祝金等支給事業 226,000円
・学力向上助成金事業  140,000円
・小中学校給食費補助事業 839,000円
自然環境・農林業に関する事業
・JR伊那小沢駅前の樹木整備事業 200,000円
村へおまかせ
・龍蛇山澤基金事業  1,500,000円

　
４
月
22
日
㈪
に
、
令
和
６
年

度
第
１
回
目
と
な
る
天
龍
村
総

合
教
育
会
議
を
、
な
ん
で
も
館

で
開
催
し
、
令
和
３
年
４
月
に

制
定
し
ま
し
た
「
天
龍
村
教
育

大
綱
」
の
一
部
見
直
し
に
関
す

る
事
項
や
、
家
族
留
学
を
さ
れ

た
児
童
生
徒
の
近
況
等
に
関
す

る
内
容
を
中
心
に
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　
見
直
し
を
行
っ
た
大
綱
の
主

な
内
容
は
、
令
和
６
年
度
か
ら

中
学
校
を
小
学
校
敷
地
内
に
移

設
し
、
施
設
一
体
型
の
小
中
併

設
校
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
、
９
年
間
を
見
通
し
た
教
育

課
程
を
研
究
し
、
一
貫
教
育
型

や
義
務
教
育
学
校
へ
の
移
行
も

視
野
に
入
れ
て
、
学
力
の
向
上

や
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を
め

ざ
す
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し

た
も
の
な
ど
で
す
。

　

「
天
龍

村
教
育
大

綱
」は
、村

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲

載
し
て
い

ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ

さ
い
。

令
和
６
年
度

　
総
合
教
育
会
議

図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

・
あ
さ
で
す
よ
　
よ
る
で
す
よ

・
の
び
の
ー
び
　
の
び
の
ー
び

◇
新
着
地
域
本

・
心
の
ほ
と
ば
し
り

・
悠
久
を
旅
す
る 

信
州
の
街

道
・
60
年
前
の
記
憶 

遥
か
な
る

遠
山
郷

・
昭
和
30
〜
60
年
代
新
聞
社
の

カ
メ
ラ
が
追
っ
た
信
州
国
鉄

の
風
景

◇
一
般
向
け

・
島
津
と
武
家
史
武
家
の
雄
、

島
津
一
族
の
七
百
年
　
下

・
あ
る
行
旅
死
亡
人
の
物
語

・
人
間
関
係
を
半
分
降
り
る

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
寝
な
が
ら

も
っ
と
も
っ
と
お
金
を
増
や

し
な
さ
い
!!

◇
Ｂ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
ビ
ー

ス
ト
覚
醒

◇
日
本
画
（
画
集
）

・
浅
井
秀
水

・
亀
割
隆

・
天
龍
河
童

◇
郷
土
出
版
社

・
片
桐
白
登
の
世
界

◇
信
濃
毎
日
新
聞
社

・
仲
村
進
の
世
界

【
芥
川
賞
受
賞
】

・
ハ
ン
チ
バ
ッ
ク

【
直
木
賞
受
賞
】

・
木
挽
き
町
の
あ
だ
討
ち

・
極
楽
征
夷
大
将
軍

◇
天
龍
村
図
書
館

　
☎
32ｰ

３
２
０
６

◇
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、祝
日
、月
末
日

　
図
書
館
に
新
し
い
本
が
入
り

ま
し
た
。

◇
幼
児

・
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
お
す
し

や
さ
ん

・
デ
ィ
ズ
ニ
ー 

ピ
ノ
キ
オ
２

歳
か
ら

　
幼
児
向
け
の
リ
ク
エ
ス
ト
本

募
集
中
で
す
!!

◇
え
ほ
ん

・
野
球
し
よ
う
ぜ
！
大
谷
翔
平

も
の
が
た
り

　
広
報
天
龍
第
２
１
８
号
（
４

月
号
）
で
公
表
後
、
６
月
30
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご

希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
山
田
治
和
様
●
黒
田
直
人
様

●
有
波
裕
貴
様
●
沓
掛
あ
つ
子
様

●
今
井
伸
明
様
●
内
田
大
心
様

●
笠
原
善
郎
様
●
青
木
理
様

●
尾
崎
淳
平
様
●
白
戸
憲
一
様

●
福
田
弘
武
様
●
海
老
塚
悠
将
様

●
瀧
澤
和
宏
様
●
松
岡
政
紀
様

●
冷
水
美
奈
子
様
●
根
本
武
弘
様

●
岩
本
真
生
様
●
森
正
広
和
様

●
奥
村
眞
史
様

　
今
回
は
82
名
の
方
か
ら
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

な
ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で

き
ま
す
。
決
済
方
法
は
金
融
機

関
か
ら
の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場
窓

口
で
も
承
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

事業の区分 寄付金額 件　数

1 いつまでもいきいき暮らしたい（福祉） 2,675,000 円 171 件

2 元気な笑顔を育てたい（子育て支援・教育） 2,896,000 円 201 件

3 澄んだ空気と緑の山を守りたい（自然環境・農林業） 4,678,000 円 336 件

4 行ってみたいと思わせたい（観光） 1,008,000 円 74 件

5 村の誇りを育てたい（民俗芸能の保存継承） 664,000 円 52 件

6 村へおまかせ 4,839,000 円 319 件

合　　計 16,760,000 円 1,153 件

　
相
続
登
記
に
関
し
て
ご
不
明

な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

以
下
の
期
間
で
、
県
内
各
司
法

書
士
事
務
所
に
よ
る
無
料
相
談

が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

•

期 

間
令
和
６
年
８
月
５
日
㈪
〜

８
月
９
日
㈮

•

時 

間
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
日
を
除
く
）

•

場 

所
　
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

（
ご
希
望
の
司
法
書
士
事
務

所
へ
直
接
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
な
ど
、
ご
不
明
な
場

合
は
、
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

•

相
談
料
／
無
料

※

お
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
２
６‒

２
３
２‒

７
４
９
２

〜
相
続
の
心
配
ご
と
を

　解
決
し
ま
せ
ん
か
？
〜

「
相
続
登
記

　特
別
無
料
相
談
」

司
法
書
士
事
務
所
に
お
け
る

令
和
６
年

 

能
登
半
島
地
震

　
　

 

義
援
金
報
告

天
龍
村
定
額
減
税
補
足
給
付
金

（
調
整
給
付
）に
関
す
る
お
知
ら
せ



（５）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）７月25日 広 報　天　　龍（14）令和６年（2024年）７月25日

行政懇談会で挨拶する永嶺村長

懇談会の様子

中
部
電
力
と
村
議
会
議
員
・

　

 

村
職
員
と
の
行
政
懇
談
会

　
中
部
電
力
と
村
議
会
議
員
、

村
職
員
と
の
行
政
懇
談
会
が
、

４
月
15
日
㈪
に
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
５
年
ぶ
り
に
役
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
中
部
電
力
は
令
和
２
年
４
月

に
分
社
化
さ
れ
、
当
日
は
、
中

部
電
力
㈱
飯
田
水
力
セ
ン
タ
ー

か
ら
８
名
、
中
部
電
力
パ
ワ
ー

グ
リ
ッ
ド
㈱
か
ら
６
名
の
方
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
側
か
ら
は
村
議
会

議
員
８
名
及
び
村
長
ほ
か
村
職

員
11
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
中
部
電
力
よ

り
、
現
在
の
組
織
体
制
、
浜
岡

原
子
力
発
電
所
の
整
備
状
況
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後

に
、
情
報
交
換
を
行
い
、
今
後

も
中
部
電
力
と
村
が
地
域
発
展

の
た
め
に
相
互
で
協
力
す
る
こ

と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
県
の
天
然
記
念
物
で
、
村
鳥

で
も
あ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
５

月
３
日
㈮
に
天
龍
村
役
場
の
屋

上
へ
飛
来
し
ま
し
た
。

　
役
場
屋
上
に
は
、
毎
年
巣
箱

を
設
置
し
て
観
察
し
て
い
ま

す
。
５
月
13
日
㈪
に
巣
箱
へ
入

り
、
５
月
24
日
㈮
か
ら
６
月
１

日
㈯
に
か
け
て
５
個
の
卵
を
産

み
ま
し
た
。
６
月
18
日
㈫
に
１

羽
目
が
孵
化
し
て
以
降
６
月
22

日
㈯
ま
で
に
雛
が
５
羽
孵
化
し

ま
し
た
。
６
月
25
日
㈫
未
明
に

１
羽
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た

が
、
７
月
12
日
㈮
に
最
初
の
１

羽
が
巣
立
っ
て
以
降
７
月
16
日

㈫
ま
で
に
全
て
の
雛
が
飛
び
立

ち
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
も
美

し
い
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
姿
が
見

ら
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
今
年
度
も
天
龍
み
ど
り
の
少

年
団
を
中
心
に
村
内
各
所
に
巣

箱
を
掛
け
、
保
護
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
絶
滅
危
惧
種
で

あ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
が
天
龍
村
で
巣

立
っ
て
い
く
の
を

み
な
さ
ん
で
見
守

っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 ブ

ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

　
　
　
　飛
来
確
認

　
４
月
11
日
㈭
天
龍
み
ど
り
の

少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
か
け
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
２
班
に
分
か
れ
て

村
内
の
橋
な
ど
各
所
に
巣
箱
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
設
置
し
た
巣
箱
は
、
２
月
22

日
㈭
に
子
ど
も
た
ち
が
制
作
し

ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
が
村
内
に
飛
来
し
ま
し
た
。

村
民
み
な
さ
ん
で
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
を
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
当
日
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
々
に
は
、
こ
の
場
を
借

り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

　
　
　
　巣
箱
か
け

　
５
月
30
日
㈭
、
天
龍
み
ど
り

の
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
田

植
え
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
当
日
は
近
隣
農
家
の
宮
澤
敏

仁
さ
ん
に
ご
指
導
・
ご
協
力
い

た
だ
き
、
無
事
に
田
植
え
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
農
業
の
プ
ロ
に
水
田

管
理
な
ど
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
美
味
し
い
お
米
を
育
て
ま

す
。

　
今
回
植
え
た
「
風
さ
や
か
」

と
「
も
り
も
り
も
ち
」
は
、
12

月
の
お
や
す
・
し
め
な
わ
・
も

ち
つ
き
大
会
で
美
味
し
く
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

天
龍
み
ど
り
の

 

少
年
団
の
田
植
え
!!

　
日
頃
か
ら
、
和
知
野
川
キ
ャ

ン
プ
場
を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
村
直
営
施
設

と
し
て
運
営
し
て
い
ま
し
た

同
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
が
、
多

様
化
す
る
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

よ
り
効
率
的
、
効
果
的
に
対
応

す
る
た
め
、
民
間
の
能
力
や
ノ

ウ
ハ
ウ
な
ど
を
活
用
し
、
利
用

者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
令
和
６
年
７
月

１
日
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
「
合
同
会
社 

純
晴
天

（
じ
ゅ
ん
せ
い
て
ん
）　
代
表
社

員 

松
川
友
哉
氏
（
元
地
域
お

こ
し
協
力
隊
）」
に
施
設
の
管

理
及
び
運
営
を
委
託
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
松
川
氏
は
令
和
３
年
４
月
か

ら
村
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
同
キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理
・

運
営
に
携
わ
り
、
利
用
客
を
大

幅
に
増
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

実
績
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き

同
キ
ャ
ン
プ
場
を
中
心
と
し
て

地
域
活
性
化
の
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場

指
定
管
理
制
度
導
入

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
環
境
省
か

ら「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

が
発
令
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
と

は
、
熱
中
症
に
よ
る
重
大
な
健
康

被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場

合
に
、
危
険
な
暑
さ
へ
の
注
意
と

熱
中
症
予
防
行
動
を
呼
び
か
け
る

も
の
で
す
。

　
村
で
は
毎
年
、
猛
暑
が
予
想
さ

れ
る
日
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

待
避
場
所
と
し
て
開
放
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
熱
中
症
特
別

警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た
際

に
、
暑
さ
を
避
け
休
憩
す
る
こ
と

が
出
来
る
施
設
を
村
内
に
開
設
し

ま
す
。

　
危
険
な
暑
さ
の
中
、
や
む
を
得

ず
外
出
し
た
際
や
自
宅
に
冷
房
設

備
が
な
い
場
合
は
、
充
分
な
水
分

を
補
給
す
る
と
と
も
に
、適
宜「
指

定
暑
熱
避
難
施
設
」
な
ど
を
活
用

し
、
熱
中
症
の
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
喉
が
渇
い
て
い
な
く
て

も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
や
塩
分
補

給
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
開
設
場

所
に
つ
い
て
は
、
村
内
回
覧
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

ご
不
明
な
点
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
天
龍
村
役
場

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32-

１
０
２
１

指
定
暑
熱
避
難
施
設

（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）

の
開
設
に
つ
い
て

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

　
１
０
，０
０
０
日
を

　
　
　 達
成
し
ま
し
た

◎令和６年度 自衛官等募集案内
募集項目 受験資格 受付期間 採用試験日

一般曹候補生 18歳以上33歳未満 ７月１日㈪～
９月３日㈫

１次：９月14日㈯～
22日㈰のうち１日

自衛官候補生 18歳以上33歳未満 年間通じて実施 受付時に通知

航空学生

海：高卒（見込含）23歳未満
空：高卒（見込含）24歳未満
（いずれも高卒者又は高専３年次修
了者（見込含））

７月１日㈪～
９月５日㈭ １次：９月16日㈪

防衛大学校学生 一般
18 歳以上 21 歳未満
（高卒者（見込含）又は高専３年次
修了者（見込含））

７月１日㈪～
10月17日㈭ １次：11月２日㈯

防衛医科大学校
医学科 18歳以上21歳未満

（いずれも高卒者（見込含）又は高
専３年次修了者（見込含））

７月１日㈪～
10月９日㈬ １次：10月19日㈯

看護学科 ７月１日㈪～
10月２日㈬ １次：10月12日㈯

※新規高卒者の採用試験は、政府の方針により10月以降に変更される可能性があります。
▼お問い合わせ先▼
自衛隊長野地方協力本部 飯田出張所（飯田市大久保町2637‒３ 飯田地方合同庁舎）
☎0265-22-2613　E-mail nagano.pco-ida@rct.gsdf.mod.go.jp

　
天
龍
村
は
令
和
６
年
７
月
３

日
㈬
に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１

０
，
０
０
０
日
を
達
成
し
ま
し

た
。
県
内
で
王
滝
村
に
次
い
で

２
位
の
記
録
を
達
成
で
き
た
の

は
、
日
頃
か
ら
村
民
の
み
な
さ

ん
に
交
通
安
全
を
意
識
し
て
い

た
だ
い
た
結
果
で
す
。
こ
の
記

録
を
今
後
も
伸
ば
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
引
き
続
き
交
通
安
全

の
推
進
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
１
０
，
０
０
０
日
達

成
を
節
目
に
、
今
後
も
記
録
を

継
続
し
て
い
く
た
め
８
月
４
日

㈰
に
な
ん
で
も
館
で
「
交
通
安

全
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
大

会
に
は
歴
代
の
天
龍
村
駐
在
所

に
勤
務
さ
れ
て
い
た
警
察
官
の

み
な
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
く

ほ
か
、
長
野
県
警
察
音
楽
隊
の

演
奏
会
を
行
う
予
定
で
す
。
み

な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。



（13）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）７月25日 広 報　天　　龍（６）令和６年（2024年）７月25日

緑の募金
どんぐりくん

　みなさんのご協力により天龍村全体
で72,511円が集まりました。
　この募金は地域の緑化やみどりの少
年団活動への補助、森林づくりに還元
されます。（募金は6月4日付けで、飯伊
地区緑の募金委員会に送金しました。）

緑の募金にご協力
ありがとうございました

＊社員数は社長を除く。また臨時労務員は参考。
　令和５年度は、一般受託が減少してしまいましたが、
生産品販売では、前年度より増加しました。しかし、
村の運営補助金無くしては、依然と運営が苦しい状況
であります。
　令和６年度は、生産品販売の更なる増加を目指すと
同時に、一般受託の増加のため、計画的・効率化の作
業を行うことにより経費の抑制をし、天龍村の特産品
の振興及び遊休荒廃農地の防止を図り、村民のみなさ
んから信頼される、必要とされる天龍農林業公社を目
指し取り組んでまいります。
　本年度も、各種イベントを計画していますので、是
非お越しください。

㈲天龍農林業公社 令和５年度の経営状況を公表します
○収支報告 （単位：万円）

区　分 令和４年度 決 算 令和５年度 決 算 差引増減
〈　収　　入　〉
一 般 受 託 収 入 592 263 △ 329
生 産 品 販 売 収 入 394 560 166
農 作 業 受 託 収 入 58 39 △ 19
商 品 売 上 26 0 △ 26

計 1,070 862 △ 208
〈　費　　用　〉
人 件 費 1,439 1,411 △ 28

（　率　） 54.2 70.2 
経 費 1,214 600 △ 614

（　率　） 45.8 29.8 
計 2,653 2,011 △ 642

営 業 利 益 △ 1,583 △ 1,149 434
営 業 外 収 入 46 29 △ 17
村 補 助 金 1,550 1,702 152

計 1,596 1,731 135
支払利息、雑損失等 0 0 0
経 常 利 益 13 15 2
特 別 利 益 0 0 0
特 別 損 失 0 4 4
法 人 税 等 10 10 0
当 期 利 益 3 1 △ 2
累 計 利 益 167 168 1

○役職員数の状況 （単位：人）
令和４年度 令和５年度 増減

取 締 役 3 3 0
社 員 8 8 0
（臨時労務員参考） （31） （31） 0

計 11 11 0
○事業報告
１. 農地荒廃化防止利用契約農地 （単位：ａ）

区　分 令和４年度 令和５年度 増　減
田 335 335 0
畑 378 399 21
計 713 734 21

２. 作物別農地経営面積 （単位：ａ）
区　分 令和４年度 令和５年度 増　減

あ け び 27 27 0
て い ざ な す 29 29 0
パ プ リ カ 5 5 0

茶 46 56 10
ね ぎ 16 34 18
ピ ー マ ン 11 11 0
ゆ ず 118 118 0

梅 7 7 0
水 稲 297 297 0
そ の 他 野 菜 157 150 △ 7

計 713 734 21

　地方公共団体の会計制度は１年間の現金の出入りを単純・明確に表現するために優れた会計です。しかし
資産や将来の負担などについての全体像は把握できません。そのため公会計制度では、現金の収支だけにと
らわれない発生主義の考え方に基づき、資産や負債の状況を示し、あわせて関係する団体との連結を行なう
ことで、地方公共団体の決算を新しい角度から情報開示します。
　財務諸表は、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の４表により構成されます。
　天龍村では従来、「総務省方式改訂モデル」により作成してきましたが、平成28年度決算から国が示した「統
一的な基準」により作成しています。これにより、自治体同士を比較することが可能となりました。
 なお、財務書類は一般会計、全体会計（一般会計＋特別会計（国保、水道、下水道、介護、後期高齢者、国保診療所）、
連結（全体会計＋第３セクター、広域連合、一部事務組合）の３種類を作成しています。

令和４年度の天龍村の財政状況分析結果

統一的な基準による令和４年度天龍村の財務書類を公表します

負債の部資産の部

資本の部

1 貸借対照表（バランスシート）
R5.3.31現在

村が所有している資産の種類と金額を左側に、その資産を取得するための財
源を右側に表すことで、資産や負債の現状を把握できます。

2 行政コスト計算書
R4.4.1～R5.3.31

自治体の支出のうち、行政サービスを供給するためにかかった消費的な支出
の内訳がわかります。

項　　　目 令和４年度

A 経常行政コスト 25億8,052万円

内

　
訳

１．人にかかるコスト（人件費など） 3億9,773万円

２．物にかかるコスト（消耗品や減価償却など） 16億148万円

３．移転支出的なコスト（社会保障給付金や他会計への繰出金） 5億7,221万円

４．その他のコスト（公債費等の利息など） 910万円

B 経常収益（使用料、手数料、分担金など） 7,811万円

C 純経常行政コスト（Ａ-Ｂ） 25億241万円

D 純行政コスト 25億478万円

（今までの世代が負担した
額）

156億8,285万円

＝ ＋＋

１８９億３１１万円

158億9,466万円
公共資産
（道路・公共施設などの
固定資産）

7億314万円投資等
（基金など）

23億531万円流動資産
（現金など）

（地方債など将来世代が負
担する額）

32億2,026万円



（７）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）７月25日 広 報　天　　龍（12）令和６年（2024年）７月25日

☆会場：龍泉閣前（村営駐車場）
☆夜店、天龍小学校児童による天龍熊伏太鼓演奏、
ジャズ演奏、盆踊り、花火大会など

◎今年度は６年ぶりに「ふるさと夏まつり」を開催します。

　令和５年度は、新型コロナウイルス感染症が５類に移行したこともあり、昨年度と比べ840万円の売上増とな
りました。売上原価や費用などを差し引いて、村からの補助金などを加えた最終的な当期純利益は６万円とな
っています。経費についても引き続き無駄を省き、利用促進対策を講じてまいります。今後とも積極的に龍泉
閣をご利用くださいますようお願いします。

㈲龍泉閣 令和５年度の経営状況を公表します

※村補助金について ～村民のみなさんへのお願い～
　令和５年度、村では龍泉閣に対して2,000万円の運営補助金を出しています。
　龍泉閣の経営状況は上記表でご確認いただいたとおり、令和５年度は当期純利益が６万円となっており、実際には
（村からの2,000万円の補助金を除くと）損失が1,994万円発生し、依然として厳しい経営が続いています。加えて累積
損失（令和５年度末現在で2,392万円）の解消や安定した経営を維持していくためには村からの補助が必要と考えま
す。村にとって、多額の補助金を出すことは大変なことですが、龍泉閣は、村民の飲食・交流の場、憩いの場のみなら
ず、就労や農産加工品販売の場となっていて、天龍村に欠かせない施設であり、村としてはやむを得ない支出と考えて
います。
　村民のみなさんにおかれましては、龍泉閣の厳しい経営状況と村の経営支援についてご理解をお願いするとともに、
今後も龍泉閣を積極的にご利用いただき、経営向上にご協力くださいますようお願いします。

○収支報告 （単位：万円）

区　分 令和４年度
決　算

令和５年度
決　算 差引増減

〈　収　入　〉
宿泊温泉売上 2,312 2,840 528

飲食宴会売上 1,911 2,397 486

売店売上 649 485 △ 164

その他 202 192 △ 10

計 5,074 5,914 840

売上原価 1,724 1,700 △ 24

売上総利益 3,350 4,214 864

〈　費　用　〉
人件費 3,692 4,053 361

その他経費 2,176 2,193 17

計 5,868 6,246 378

営業利益 △ 2,518 △ 2,032 △ 486

営業外収入 414 57 △ 357

※村補助金 1,900 2,000 100

計 2,314 2,057 △ 257

営業外費用 1 1 0

経常利益 △ 205 24 229

法人税、事業税 18 18 0

当期純利益 △ 223 6 229

累計利益 △ 2,398 △ 2,392 6

○施設利用状況 （単位：人）

区　分 令和４年度 令和５年度 増減

宿泊者 2,559 3,171 612

宴会利用者 332 555 223

レストラン利用者 11,375 11,841 466

ラウンジ利用者（組） 1,004 1,222 218

計 15,270 16,789 1,519

○入浴利用者 （単位：人）

区　分 令和４年度 令和５年度 増減

一般利用者 11,190 10,817 △ 373

村民保養券 3,540 2,979 △ 561

計 14,730 13,796 △ 934

○施設利用者 （単位：人）

令和４年度 令和５年度 増減

合　計 30,000 30,585 585

○役職員数の状況 （単位：人）

区　分 令和４年度 令和５年度 増減

取締役 6 6 0

社員 12 12 0

計 18 18 0

※雨天順延、８月16日㈮開催

天龍村

８月15日㊍
午後５時30分～

☆辰年記念事業として中学生以下を対象とした、キャンディーシャワー
や豪華賞品が当たるドラゴンお楽しみ抽選会などを予定しています

ぜひご参加
　ください!!辰（龍）年記念

福祉サービスやごみ収集など、資産形成に結び付か
ない行政サービスに対するコストと、その対価とし
て得た使用料等を対比で表したものが「行政コスト
計算書」です。
村民１人当たりの純行政コストは222万円でした。
村民みなさんに負担していただいている、
受益者負担の状況は3.0％となっています。

前年度末純資産残高（令和３年度末） 155億136万円

増
減
の
詳
細

純行政コスト（行政コスト計算書より） △25億478万円

一般財源（税収入など）・補助金など 23億3,965万円

無償所管換等 3億4,662万円

本年度末純資産残高（令和４年度末） 156億8,285万円

A 前年度末現金預金残高（令和３年度末） 1億7,461万円

B 本年度歳計現金増減額 △4,001万円

内

　
訳

業務活動収支⇒収入：村税、使用料及び手数料など　支出：人件費、物件費など 4億6,753万円

投資活動収支⇒収入：国県等補助金、基金など　支出：公共施設等整備費など △9億720万円

財務活動収支⇒収入：地方債発行収入など　支出：地方債償還額など 3億9,966万円

C 本年度末歳入外現金増減額 15万円

D 本年度末現金預金残高（令和４年度末）（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 1億3,475万円

3 純資産変動計算書
R4.4.1～R5.3.31

貸借対照表の「純資産の部」の内容が一年間でどのように変化したかを表し
ます。

4 資金収支計算書
R4.4.1～R5.3.31 どのような要因で資金が増減したかを把握できます。

詳しくは、総務課企画財政係　☎32－2001へお問い合わせください

貸借対照表から分かる事は
村民１人当たりの資産額は 1,673万円
村民１人当たりの負債額は 285万円
となりました
（資産は現金のほか、道路などの施設も含まれています）

村の資産のうち、これまでの世代（過去及び現役世
代）が負担してきた現世代負担比率は83.0％でした。
将来負担しなければならない将来世代の負担比率は
17.0％となります。



（11）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）７月25日 広 報　天　　龍（８）令和６年（2024年）７月25日

最後に記念撮影!

閉所式であいさつする村長

ご注意ください

医療機関などを受診の際は　　　　　　　　  をご利用くださいマイナンバーカードとっても
カンタン！

マイナンバーカードを保険証として利用するための
　　　　　　登録がまだの方は、以下２つの準備をお願いします。！

紙の保険証よりも、みなさんの保険料で賄われている医療費を20円節約でき、自己負担も低くなります。

限度額適用認定証などがなくても、高額療養費制度における限度額を超える支払が免除されます。

過去のお薬情報や健康診断の結果を見られるようになるため、身体の状態や他の病気を推測して治療
に役立てることができます。また、お薬の飲み合わせや分量を調整してもらうこともできます。

今年12月２日以降、保険証利用登録がされたマイナンバーカードを保有していない方に
は、発行済み保険証の有効期限が切れる前に、申請いただくことなく「資格確認書」
が交付され、引き続き、医療を受けることができます。

マイナンバーカードを保険証として登録
利用登録の方法

マイナンバーカードを申請
申請方法は選択可能です

①オンライン申請（パソコン・スマートフォンから）
②郵便による申請
③役場窓口での申請

①医療機関・薬局の受付
　（カードリーダー）で行う
②「マイナポータル」から行う
③セブン銀行ATMから行う

など
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~ マイナ保険証利用について ~
今
年12月２日から現行の保険証は発行されなくなります

　
７
月
４
日
㈭
、
平
岡
橋
周
辺

の
ゴ
ミ
拾
い
に
、
天
竜
川
上
流

河
川
事
務
所
を
は
じ
め
、
各
種

団
体
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
26
名
の
参
加
者
が
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
１
時
間
の
作
業
で

し
た
が
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分

も
の
ゴ
ミ
を
回
収
で
き
ま
し

た
。

　
７
月
の
河
川
愛
護
活
動
に
お

け
る
天
竜
川
流
域
の
清
掃
活
動

は
、
今
年
で
28
年
目
を
迎
え
ま

す
。
近
年
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
の

海
洋
流
出
防
止
に
向
け
、
来
年

以
降
も
環
境
美
化
活
動
を
継
続

し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【市民バス】循環線、大休線、
久堅線、千代線、三穂線
【広域バス】駒場線、阿島線、
遠山郷線、平岡線
【運賃】高校生・中学生→
どの区間でも1乗車100円
※障がい者割引併用可
※小人割引併用で小学生以下50円

親子割引：小学校入学前の子は、
保護者１名につき、１名無料
休日ファミリー割引：土・日・
祝日は、大人１名につき小学
生以下３名まで無料

～対象の路線・運賃～

お知らせ ～バスにはお得な
　割引があります～

補
助
事
業
の
概
要

・
補
助
金
額
は
購
入
費
用
の
３

分
の
１
と
し
、
３
万
円
を
限

度
額
と
す
る
。

・
補
助
の
対
象
者
は
村
内
に
住

所
を
有
す
る
方

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
建

設
課
環
境
水
道
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
役
場
に
あ
る
電
動
ア
シ

ス
ト
自
転
車
へ
の
試
乗
も
可
能

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。



　　　　　介護保険料の年額が確定しました令和６年度

（９）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）７月25日 広 報　天　　龍（10）令和６年（2024年）７月25日

「広報天龍」令和６年４月号に掲載しました次の記事におきまして、誤りがありました。
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納入方法について
◎普通徴収（納付書や口座振替により納めていただく方）
（正）【例】令和５年度および令和６年度に第２段階で、普通徴収の場合

（誤）【例】令和５年度および令和６年度に第２段階で、普通徴収の場合

村民のみなさんにご迷惑をお掛けしましたことをお詫びするとともに、訂正させていただきます。

「
子
宮
頸
が
ん
を

　
　予
防
し
ま
し
ょ
う
」

　７月に前年の所得などをもとに保険料の計算をさせていただき、納入通知書を送付
しています。通知書に記載された金額が今年度の確定した保険料年額ですので、ご確
認ください。
　さて、広報天龍４月号にてお知らせしましたとおり、令和６年度からの介護保険料
は前年度までと比べて大幅に上昇しており、基準額は県内で最も高くなりました。
　主な要因としては、①介護サービスを利用される方が多いこと、②65歳以上の被保険
者数が減少していることや低所得者の割合が高いこと、③介護保険支払準備基金残高
が減少したこと、などが挙げられます。
　みなさんから納入いただく保険料は、村の介護保険を安定して運営するための大切
な財源となります。ご理解とご協力をお願いします。

健康福祉課健康支援係　☎32-1021

順　位 市町村、広域連合名 一人あたりの給付費月額（円）

１ 天龍村 33,453

２ 栄　村 33,305

３ 阿南町 32,232

… … …

63 軽井沢町 17,065

県全体の平均 23,596

◎被保険者（65歳以上）一人あたりの介護給付費月額（令和５年度）

お詫びと訂正

４月から６月 ７月 ８月から３月 合　計

2,500 円×３回 4,150 円 4,000 円×８回 43,650 円

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月 合　計

5,000円 5,000円 5,000円 9,650円 9,500円 9,500円 43,650円

摂
り
、
帰
宅
後
は
、
お
か
ず

や
野
菜
を
食
べ
る
。（
満
腹

の
状
態
で
就
寝
し
な
い
）

⑶
寝
た
い
の
に
寝
付
け
な
い

①
運
動
や
入
浴
で
体
温
が
一
時

的
に
上
昇
し
て
い
る
と
眠
り

に
く
い
の
で
、
身
体
の
熱
を

冷
ま
し
ま
し
ょ
う
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
、ゲ
ー
ム
機
か
ら
出
る「
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
」
は
メ
ラ
ト
ニ

ン
の
分
泌
を
減
ら
し
ま
す
。

就
寝
後
に
布
団
の
中
で
ス
マ

ホ
の
画
面
を
見
る
の
は
止
め

ま
し
ょ
う
。

⑷
寝
た
は
ず
な
の
に
疲
労
感
が

残
る
場
合

①
人
間
に
は
24
・
５
時
間
周
期

の
「
体
内
時
計
」
が
備
わ
っ

て
い
ま
す
。
１
日
は
24
時
間

な
の
で
、
体
内
時
計
と
ズ
レ

が
生
じ
ま
す
が
、「
朝
起
き

て
夜
眠
る
」
こ
と
で
普
段
は

上
手
く
リ
セ
ッ
ト
し
て
い
ま

す
。
リ
セ
ッ
ト
が
で
き
な
い

と
、
日
中
は
眠
く
夜
間
は
覚

醒
す
る
リ
ズ
ム
に
変
わ
り
、

熟
睡
で
き
ま
せ
ん
。

「
朝
の
光
」
は
脳
に
、「
朝

食
」
は
内
臓
に
朝
を
認
識
さ

せ
て
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト

し
ま
す
。
熟
睡
感
を
得
る
に

は
、
朝
陽
を
浴
び
て
朝
食
を

摂
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

　
特
定
健
診
や
後
期
高
齢
者
健

診
の
質
問
項
目
か
ら
、
村
民
の

健
康
状
態
の
変
化
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
平
成
30
年
度
と

令
和
４
年
度
を
比
較
す
る
と

「
睡
眠
不
足
」
を
感
じ
る
村
民

の
割
合
が
増
加
し
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
睡
眠
の
質

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

⑴
睡
眠
時
間
が
不
足
し
て
い
る

場
合

①
就
寝
時
間
を
30
分
早
め
、
睡

眠
時
間
を
確
保
す
る
。

②
眠
く
て
も
早
起
き
、
夜
は
早

く
就
寝
す
る
「
朝
型
生
活
」

を
心
が
け
る
。

⑵
夜
中
に
何
度
も
目
覚
め
て
し

ま
う
場
合

①
眠
り
を
誘
う
メ
ラ
ト
ニ
ン
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
を
増
や
す
た

め
、
朝
食
に
タ
ン
パ
ク
質
を

摂
り
、
日
中
は
明
る
い
場
所

で
活
動
す
る
。（
で
き
れ
ば

日
光
を
浴
び
る
）

②
寝
る
前
の
ア
ル
コ
ー
ル
や
カ

フ
ェ
イ
ン
の
摂
取
を
避
け
る
。

③
夕
食
が
夜
遅
く
な
る
人
は
夕

方
４
〜
５
時
頃
に
、
お
に
ぎ

り
や
う
ど
ん
な
ど
の
主
食
を

「
眠
れ
て
い
ま
す
か
？
」

生
活
習
慣
病
と
の
関
係

　
睡
眠
不
足
や
睡
眠
の
質
の
悪

化
は
、
疲
労
を
蓄
積
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
満
足

感
や
充
足
感
を
低
下
さ
せ
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
生
活
習
慣
病

の
発
症
リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ
る

要
因
の
ひ
と
つ
に「
睡
眠
不
足
」

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
睡
眠
不
足
や
睡
眠
の

質
の
低
下
を
感
じ
る
場
合
は
、

生
活
を
振
り
返
り
睡
眠
環
境
を

整
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
な
お

「
眠
れ
な
い
状
態
」
が
長
く
続

く
場
合
は
「
う
つ
病
」
な
ど
の

病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
か
か
り

つ
け
医
に
相
談
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
女
性
の
子

宮
の
出
口
付
近
に
で
き
る
が

ん
で
す
。
子
宮
頸
が
ん
の
原
因

は
Ｈ
Ｐ
Ｖ（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
）
の
感
染
で
す
が
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
の
約
90
％
を
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

︻
定
期
接
種
︼

定
期
接
種
の
対
象
は
、
令
和

６
年
度
（
２
０
２
４
年
度
）
に

小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

に
な
る
女
性
で
す
。

︻
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
︼

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
対

象
は
、
平
成
９
年
度
生
ま
れ
か

ら
平
成
19
年
度
生
ま
れ
の
女
性

で
す
。

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
と
は
、

今
ま
で
定
期
接
種
の
機
会
を
逃

し
て
し
ま
っ
た
方
が
無
料
で
予

防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
、

今
年
度
（
令
和
７
年
３
月
末
ま

で
）
で
終
了
し
ま
す
。

︻
注
意
点
︼

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
完

了
ま
で
に
６
か
月
間
か
か
り
ま

す
。
３
回
無
料
で
受
け
る
た
め

に
は
、
９
月
ま
で
に
１
回
目
の

接
種
を
開
始
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

︻
子
宮
頸
が
ん
検
診
︼

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
な
い

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
も
あ
り
ま
す
の
で
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
定
期
的
に
子

宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
村
で
は
子
宮
が

ん
の
集
団
検
診
を
県
立
阿
南
病

院
で
行
い
ま
す
。
費
用
は
千
円

で
す
。

中
学
生
や
高
校
生
の
み
な
さ

ん
は
、
保
護
者
の
方
や
保
健
の

先
生
に
相
談
し
て
、
自
分
に
も

関
係
の
あ
る
「
が
ん
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
予
防
接
種
や
が
ん
検
診

に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、

健
康
福
祉
課
健
康
支
援
係
保
健

師
ま
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

☎
32-
１
０
２
１

上
伊
那
医
師
会

附
属
准
看
護
学
院

▼
所
在
地

〒
３
９
６
|

０
０
１
４

伊
那
市
狐
島
４
１
７
６
番
地

▼
募
集
人
員
　
40
名

▼
修
学
年
限
　
２
年

▼
願
書
受
付

令
和
６
年
10
月
１
日
㈫

〜
10
月
31
日
㈭

▼
受
験
料
　
１
万
円

▼
入
学
試
験
日

令
和
６
年
11
月
９
日
㈯

▼
試
験
科
目
　

国
語
・
数
学
・
選
考
後
面
接

▼
資
料
請
求
方
法

　
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
94

円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封

筒
（
長
形
３
号
）
を
同
封
の
上
、

「
募
集
要
項
希
望
」
と
明
記
し

て
郵
便
に
て
ご
請
求
い
た
だ
く

か
、
直
接
学
院
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※

ご
不
明
な
点
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
伊
那
医
師
会

　
附
属
准
看
護
学
院

☎
０
２
６
５
|

72
|

２
８
５
６

生
徒
募
集
に
つ
い
て



　　　　　介護保険料の年額が確定しました令和６年度

（９）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）７月25日 広 報　天　　龍（10）令和６年（2024年）７月25日

「広報天龍」令和６年４月号に掲載しました次の記事におきまして、誤りがありました。

12ページ目

納入方法について
◎普通徴収（納付書や口座振替により納めていただく方）
（正）【例】令和５年度および令和６年度に第２段階で、普通徴収の場合

（誤）【例】令和５年度および令和６年度に第２段階で、普通徴収の場合

村民のみなさんにご迷惑をお掛けしましたことをお詫びするとともに、訂正させていただきます。

「
子
宮
頸
が
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を

　
　予
防
し
ま
し
ょ
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」

　７月に前年の所得などをもとに保険料の計算をさせていただき、納入通知書を送付
しています。通知書に記載された金額が今年度の確定した保険料年額ですので、ご確
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健康福祉課健康支援係　☎32-1021

順　位 市町村、広域連合名 一人あたりの給付費月額（円）

１ 天龍村 33,453

２ 栄　村 33,305

３ 阿南町 32,232

… … …

63 軽井沢町 17,065

県全体の平均 23,596

◎被保険者（65歳以上）一人あたりの介護給付費月額（令和５年度）

お詫びと訂正
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り
、
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宅
後
は
、
お
か
ず

や
野
菜
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満
腹

の
状
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就
寝
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の
に
寝
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で
体
温
が
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時

的
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眠
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に
く
い
の
で
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熱
を
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ま
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せ
て
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト

し
ま
す
。
熟
睡
感
を
得
る
に

は
、
朝
陽
を
浴
び
て
朝
食
を

摂
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

　
特
定
健
診
や
後
期
高
齢
者
健

診
の
質
問
項
目
か
ら
、
村
民
の

健
康
状
態
の
変
化
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
平
成
30
年
度
と

令
和
４
年
度
を
比
較
す
る
と

「
睡
眠
不
足
」
を
感
じ
る
村
民

の
割
合
が
増
加
し
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
睡
眠
の
質

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

⑴
睡
眠
時
間
が
不
足
し
て
い
る

場
合

①
就
寝
時
間
を
30
分
早
め
、
睡

眠
時
間
を
確
保
す
る
。

②
眠
く
て
も
早
起
き
、
夜
は
早

く
就
寝
す
る
「
朝
型
生
活
」

を
心
が
け
る
。

⑵
夜
中
に
何
度
も
目
覚
め
て
し

ま
う
場
合

①
眠
り
を
誘
う
メ
ラ
ト
ニ
ン
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
を
増
や
す
た

め
、
朝
食
に
タ
ン
パ
ク
質
を

摂
り
、
日
中
は
明
る
い
場
所

で
活
動
す
る
。（
で
き
れ
ば

日
光
を
浴
び
る
）

②
寝
る
前
の
ア
ル
コ
ー
ル
や
カ

フ
ェ
イ
ン
の
摂
取
を
避
け
る
。

③
夕
食
が
夜
遅
く
な
る
人
は
夕

方
４
〜
５
時
頃
に
、
お
に
ぎ

り
や
う
ど
ん
な
ど
の
主
食
を

「
眠
れ
て
い
ま
す
か
？
」

生
活
習
慣
病
と
の
関
係

　
睡
眠
不
足
や
睡
眠
の
質
の
悪

化
は
、
疲
労
を
蓄
積
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
満
足

感
や
充
足
感
を
低
下
さ
せ
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
生
活
習
慣
病

の
発
症
リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ
る

要
因
の
ひ
と
つ
に「
睡
眠
不
足
」

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
睡
眠
不
足
や
睡
眠
の

質
の
低
下
を
感
じ
る
場
合
は
、

生
活
を
振
り
返
り
睡
眠
環
境
を

整
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
な
お

「
眠
れ
な
い
状
態
」
が
長
く
続

く
場
合
は
「
う
つ
病
」
な
ど
の

病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
か
か
り

つ
け
医
に
相
談
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
女
性
の
子

宮
の
出
口
付
近
に
で
き
る
が

ん
で
す
。
子
宮
頸
が
ん
の
原
因

は
Ｈ
Ｐ
Ｖ（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
）
の
感
染
で
す
が
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
の
約
90
％
を
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

︻
定
期
接
種
︼

定
期
接
種
の
対
象
は
、
令
和

６
年
度
（
２
０
２
４
年
度
）
に

小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

に
な
る
女
性
で
す
。

︻
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
︼

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
対

象
は
、
平
成
９
年
度
生
ま
れ
か

ら
平
成
19
年
度
生
ま
れ
の
女
性

で
す
。

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
と
は
、

今
ま
で
定
期
接
種
の
機
会
を
逃

し
て
し
ま
っ
た
方
が
無
料
で
予

防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
、

今
年
度
（
令
和
７
年
３
月
末
ま

で
）
で
終
了
し
ま
す
。

︻
注
意
点
︼

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
完

了
ま
で
に
６
か
月
間
か
か
り
ま

す
。
３
回
無
料
で
受
け
る
た
め

に
は
、
９
月
ま
で
に
１
回
目
の

接
種
を
開
始
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

︻
子
宮
頸
が
ん
検
診
︼

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
な
い

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
も
あ
り
ま
す
の
で
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
定
期
的
に
子

宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
村
で
は
子
宮
が

ん
の
集
団
検
診
を
県
立
阿
南
病

院
で
行
い
ま
す
。
費
用
は
千
円

で
す
。

中
学
生
や
高
校
生
の
み
な
さ

ん
は
、
保
護
者
の
方
や
保
健
の

先
生
に
相
談
し
て
、
自
分
に
も

関
係
の
あ
る
「
が
ん
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
予
防
接
種
や
が
ん
検
診

に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、

健
康
福
祉
課
健
康
支
援
係
保
健

師
ま
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

☎
32-

１
０
２
１

上
伊
那
医
師
会

附
属
准
看
護
学
院

▼
所
在
地

〒
３
９
６
|

０
０
１
４

伊
那
市
狐
島
４
１
７
６
番
地

▼
募
集
人
員
　
40
名

▼
修
学
年
限
　
２
年

▼
願
書
受
付

令
和
６
年
10
月
１
日
㈫

〜
10
月
31
日
㈭

▼
受
験
料
　
１
万
円

▼
入
学
試
験
日

令
和
６
年
11
月
９
日
㈯

▼
試
験
科
目
　

国
語
・
数
学
・
選
考
後
面
接

▼
資
料
請
求
方
法

　
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
94

円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封

筒
（
長
形
３
号
）
を
同
封
の
上
、

「
募
集
要
項
希
望
」
と
明
記
し

て
郵
便
に
て
ご
請
求
い
た
だ
く

か
、
直
接
学
院
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※

ご
不
明
な
点
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
伊
那
医
師
会

　
附
属
准
看
護
学
院

☎
０
２
６
５
|

72
|

２
８
５
６

生
徒
募
集
に
つ
い
て
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最後に記念撮影!

閉所式であいさつする村長

ご注意ください

医療機関などを受診の際は　　　　　　　　  をご利用くださいマイナンバーカードとっても
カンタン！

マイナンバーカードを保険証として利用するための
　　　　　　登録がまだの方は、以下２つの準備をお願いします。！

紙の保険証よりも、みなさんの保険料で賄われている医療費を20円節約でき、自己負担も低くなります。

限度額適用認定証などがなくても、高額療養費制度における限度額を超える支払が免除されます。

過去のお薬情報や健康診断の結果を見られるようになるため、身体の状態や他の病気を推測して治療
に役立てることができます。また、お薬の飲み合わせや分量を調整してもらうこともできます。

今年12月２日以降、保険証利用登録がされたマイナンバーカードを保有していない方に
は、発行済み保険証の有効期限が切れる前に、申請いただくことなく「資格確認書」
が交付され、引き続き、医療を受けることができます。

マイナンバーカードを保険証として登録
利用登録の方法

マイナンバーカードを申請
申請方法は選択可能です

①オンライン申請（パソコン・スマートフォンから）
②郵便による申請
③役場窓口での申請

①医療機関・薬局の受付
　（カードリーダー）で行う
②「マイナポータル」から行う
③セブン銀行ATMから行う

など

　
令
和
６
年
６
月
末
を
も
っ
て
、

天
龍
村
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
が

閉
所
と
な
り
、
６
月
28
日
㈮
に

閉
所
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
は
、
昭

和
37
年
に
開
設
さ
れ
、
様
々
な

理
由
で
就
労
が
困
難
な
方
へ
就

労
の
機
会
を
提
供
し
、
技
術
の

習
得
や
能
力
向
上
の
た
め
の
訓

練
を
行
う
施
設
と
し
て
運
営
し

て
き
ま
し
た
が
近
年
は
利
用
者

数
が
減
少
し
て
い
た
た
め
、
社

会
就
労
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
に
お
い
て
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

委
員
会
か
ら
の
答
申
を
踏
ま

え
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
と
の

協
議
を
行
い
、
閉
所
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
み
な
さ
ん

に
施
設
の
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　 閉
所

浄
化
槽
法
定
点
検
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　
浄
化
槽
エ
リ
ア
（
平
岡
地
区

外
）
内
の
浄
化
槽
管
理
者
の
方

に
、
村
で
は
法
定
検
査
受
検
実

施
に
お
け
る
補
助
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
補
助
に
つ
き
ま
し
て
は
、
浄

化
槽
１
基
あ
た
り
、
５
，
０
０

０
円
で
、
役
場
及
び
、
南
支
所

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
申
請

書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
受
検
の
際
の
領
収
書
を
添

付
し
、
建
設
課
環
境
水
道
係
ま

で
申
請
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
の
法
定
検
査

を
受
検
し
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
法
で
は
、
清
ら
か
な

水
や
豊
富
な
地
下
水
な
ど
の
自

然
環
境
を
守
る
た
め
、
保
守
点

検
や
清
掃
の
他
、
法
定
検
査
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

県
知
事
が
指
定
す
る
検
査
機
関

が
毎
年
１
回
第
三
者
の
目
で

チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
検
査
結
果

を
県
へ
報
告
す
る
も
の
で
す
。

▼
検
査
項
目

①
浄
化
槽
設
備
が
正
常
に
作
動

し
て
い
る
か
（
外
観
検
査
）

②
放
流
水
が
水
質
基
準
を
満
た

し
て
い
る
か
（
水
質
検
査
）

③
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
か
（
書
類
検
査
）

▼
法
定
検
査
の
結
果
に
問
題
が

あ
っ
た
ら
？

　
放
置
し
て
お
く
と
県
か
ら
指

導
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
保
守
点
検
業
者
や
清

掃
業
者
に
す
ぐ
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
浄
化
槽
エ
リ
ア
（
平

岡
地
区
外
）
内
の
浄
化
槽
管
理

者
の
方
に
、
村
で
は
法
定
検
査

受
検
実
施
に
お
け
る
補
助
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
建

設
課
環
境
水
道
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
地
域
か
ら
始
め
る
エ
コ
活
動

の
一
環
と
し
て
、
村
民
の
方
が

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
購
入

を
す
る
際
に
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
補
助
事
業
を
開
始
し
、

受
付
を
し
て
お
り
ま
す
。

近
場
の
移
動
に

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
!!

河
川
愛
護
月
間

天
竜
川
ク
リ
ー
ン

　
　
　
　
　作
戦
実
施

~ マイナ保険証利用について ~
今
年12月２日から現行の保険証は発行されなくなります

　
７
月
４
日
㈭
、
平
岡
橋
周
辺

の
ゴ
ミ
拾
い
に
、
天
竜
川
上
流

河
川
事
務
所
を
は
じ
め
、
各
種

団
体
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
26
名
の
参
加
者
が
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
１
時
間
の
作
業
で

し
た
が
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分

も
の
ゴ
ミ
を
回
収
で
き
ま
し

た
。

　
７
月
の
河
川
愛
護
活
動
に
お

け
る
天
竜
川
流
域
の
清
掃
活
動

は
、
今
年
で
28
年
目
を
迎
え
ま

す
。
近
年
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
の

海
洋
流
出
防
止
に
向
け
、
来
年

以
降
も
環
境
美
化
活
動
を
継
続

し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【市民バス】循環線、大休線、
久堅線、千代線、三穂線
【広域バス】駒場線、阿島線、
遠山郷線、平岡線
【運賃】高校生・中学生→
どの区間でも1乗車100円
※障がい者割引併用可
※小人割引併用で小学生以下50円

親子割引：小学校入学前の子は、
保護者１名につき、１名無料
休日ファミリー割引：土・日・
祝日は、大人１名につき小学
生以下３名まで無料

～対象の路線・運賃～

お知らせ ～バスにはお得な
　割引があります～

補
助
事
業
の
概
要

・
補
助
金
額
は
購
入
費
用
の
３

分
の
１
と
し
、
３
万
円
を
限

度
額
と
す
る
。

・
補
助
の
対
象
者
は
村
内
に
住

所
を
有
す
る
方

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
建

設
課
環
境
水
道
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
役
場
に
あ
る
電
動
ア
シ

ス
ト
自
転
車
へ
の
試
乗
も
可
能

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。
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☆会場：龍泉閣前（村営駐車場）
☆夜店、天龍小学校児童による天龍熊伏太鼓演奏、
ジャズ演奏、盆踊り、花火大会など

◎今年度は６年ぶりに「ふるさと夏まつり」を開催します。

　令和５年度は、新型コロナウイルス感染症が５類に移行したこともあり、昨年度と比べ840万円の売上増とな
りました。売上原価や費用などを差し引いて、村からの補助金などを加えた最終的な当期純利益は６万円とな
っています。経費についても引き続き無駄を省き、利用促進対策を講じてまいります。今後とも積極的に龍泉
閣をご利用くださいますようお願いします。

㈲龍泉閣 令和５年度の経営状況を公表します

※村補助金について ～村民のみなさんへのお願い～
　令和５年度、村では龍泉閣に対して2,000万円の運営補助金を出しています。
　龍泉閣の経営状況は上記表でご確認いただいたとおり、令和５年度は当期純利益が６万円となっており、実際には
（村からの2,000万円の補助金を除くと）損失が1,994万円発生し、依然として厳しい経営が続いています。加えて累積
損失（令和５年度末現在で2,392万円）の解消や安定した経営を維持していくためには村からの補助が必要と考えま
す。村にとって、多額の補助金を出すことは大変なことですが、龍泉閣は、村民の飲食・交流の場、憩いの場のみなら
ず、就労や農産加工品販売の場となっていて、天龍村に欠かせない施設であり、村としてはやむを得ない支出と考えて
います。
　村民のみなさんにおかれましては、龍泉閣の厳しい経営状況と村の経営支援についてご理解をお願いするとともに、
今後も龍泉閣を積極的にご利用いただき、経営向上にご協力くださいますようお願いします。

○収支報告 （単位：万円）

区　分 令和４年度
決　算

令和５年度
決　算 差引増減

〈　収　入　〉
宿泊温泉売上 2,312 2,840 528

飲食宴会売上 1,911 2,397 486

売店売上 649 485 △ 164

その他 202 192 △ 10

計 5,074 5,914 840

売上原価 1,724 1,700 △ 24

売上総利益 3,350 4,214 864

〈　費　用　〉
人件費 3,692 4,053 361

その他経費 2,176 2,193 17

計 5,868 6,246 378

営業利益 △ 2,518 △ 2,032 △ 486

営業外収入 414 57 △ 357

※村補助金 1,900 2,000 100

計 2,314 2,057 △ 257

営業外費用 1 1 0

経常利益 △ 205 24 229

法人税、事業税 18 18 0

当期純利益 △ 223 6 229

累計利益 △ 2,398 △ 2,392 6

○施設利用状況 （単位：人）

区　分 令和４年度 令和５年度 増減

宿泊者 2,559 3,171 612

宴会利用者 332 555 223

レストラン利用者 11,375 11,841 466

ラウンジ利用者（組） 1,004 1,222 218

計 15,270 16,789 1,519

○入浴利用者 （単位：人）

区　分 令和４年度 令和５年度 増減

一般利用者 11,190 10,817 △ 373

村民保養券 3,540 2,979 △ 561

計 14,730 13,796 △ 934

○施設利用者 （単位：人）

令和４年度 令和５年度 増減

合　計 30,000 30,585 585

○役職員数の状況 （単位：人）

区　分 令和４年度 令和５年度 増減

取締役 6 6 0

社員 12 12 0

計 18 18 0

※雨天順延、８月16日㈮開催

天龍村

８月15日㊍
午後５時30分～

☆辰年記念事業として中学生以下を対象とした、キャンディーシャワー
や豪華賞品が当たるドラゴンお楽しみ抽選会などを予定しています

ぜひご参加
　ください!!辰（龍）年記念

福祉サービスやごみ収集など、資産形成に結び付か
ない行政サービスに対するコストと、その対価とし
て得た使用料等を対比で表したものが「行政コスト
計算書」です。
村民１人当たりの純行政コストは222万円でした。
村民みなさんに負担していただいている、
受益者負担の状況は3.0％となっています。

前年度末純資産残高（令和３年度末） 155億136万円

増
減
の
詳
細

純行政コスト（行政コスト計算書より） △25億478万円

一般財源（税収入など）・補助金など 23億3,965万円

無償所管換等 3億4,662万円

本年度末純資産残高（令和４年度末） 156億8,285万円

A 前年度末現金預金残高（令和３年度末） 1億7,461万円

B 本年度歳計現金増減額 △4,001万円

内

　
訳

業務活動収支⇒収入：村税、使用料及び手数料など　支出：人件費、物件費など 4億6,753万円

投資活動収支⇒収入：国県等補助金、基金など　支出：公共施設等整備費など △9億720万円

財務活動収支⇒収入：地方債発行収入など　支出：地方債償還額など 3億9,966万円

C 本年度末歳入外現金増減額 15万円

D 本年度末現金預金残高（令和４年度末）（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 1億3,475万円

3 純資産変動計算書
R4.4.1～R5.3.31

貸借対照表の「純資産の部」の内容が一年間でどのように変化したかを表し
ます。

4 資金収支計算書
R4.4.1～R5.3.31 どのような要因で資金が増減したかを把握できます。

詳しくは、総務課企画財政係　☎32－2001へお問い合わせください

貸借対照表から分かる事は
村民１人当たりの資産額は 1,673万円
村民１人当たりの負債額は 285万円
となりました
（資産は現金のほか、道路などの施設も含まれています）

村の資産のうち、これまでの世代（過去及び現役世
代）が負担してきた現世代負担比率は83.0％でした。
将来負担しなければならない将来世代の負担比率は
17.0％となります。
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緑の募金
どんぐりくん

　みなさんのご協力により天龍村全体
で72,511円が集まりました。
　この募金は地域の緑化やみどりの少
年団活動への補助、森林づくりに還元
されます。（募金は6月4日付けで、飯伊
地区緑の募金委員会に送金しました。）

緑の募金にご協力
ありがとうございました

＊社員数は社長を除く。また臨時労務員は参考。
　令和５年度は、一般受託が減少してしまいましたが、
生産品販売では、前年度より増加しました。しかし、
村の運営補助金無くしては、依然と運営が苦しい状況
であります。
　令和６年度は、生産品販売の更なる増加を目指すと
同時に、一般受託の増加のため、計画的・効率化の作
業を行うことにより経費の抑制をし、天龍村の特産品
の振興及び遊休荒廃農地の防止を図り、村民のみなさ
んから信頼される、必要とされる天龍農林業公社を目
指し取り組んでまいります。
　本年度も、各種イベントを計画していますので、是
非お越しください。

㈲天龍農林業公社 令和５年度の経営状況を公表します
○収支報告 （単位：万円）

区　分 令和４年度 決 算 令和５年度 決 算 差引増減
〈　収　　入　〉
一 般 受 託 収 入 592 263 △ 329
生 産 品 販 売 収 入 394 560 166
農 作 業 受 託 収 入 58 39 △ 19
商 品 売 上 26 0 △ 26

計 1,070 862 △ 208
〈　費　　用　〉
人 件 費 1,439 1,411 △ 28

（　率　） 54.2 70.2 
経 費 1,214 600 △ 614

（　率　） 45.8 29.8 
計 2,653 2,011 △ 642

営 業 利 益 △ 1,583 △ 1,149 434
営 業 外 収 入 46 29 △ 17
村 補 助 金 1,550 1,702 152

計 1,596 1,731 135
支払利息、雑損失等 0 0 0
経 常 利 益 13 15 2
特 別 利 益 0 0 0
特 別 損 失 0 4 4
法 人 税 等 10 10 0
当 期 利 益 3 1 △ 2
累 計 利 益 167 168 1

○役職員数の状況 （単位：人）
令和４年度 令和５年度 増減

取 締 役 3 3 0
社 員 8 8 0
（臨時労務員参考） （31） （31） 0

計 11 11 0
○事業報告
１. 農地荒廃化防止利用契約農地 （単位：ａ）

区　分 令和４年度 令和５年度 増　減
田 335 335 0
畑 378 399 21
計 713 734 21

２. 作物別農地経営面積 （単位：ａ）
区　分 令和４年度 令和５年度 増　減

あ け び 27 27 0
て い ざ な す 29 29 0
パ プ リ カ 5 5 0

茶 46 56 10
ね ぎ 16 34 18
ピ ー マ ン 11 11 0
ゆ ず 118 118 0

梅 7 7 0
水 稲 297 297 0
そ の 他 野 菜 157 150 △ 7

計 713 734 21

　地方公共団体の会計制度は１年間の現金の出入りを単純・明確に表現するために優れた会計です。しかし
資産や将来の負担などについての全体像は把握できません。そのため公会計制度では、現金の収支だけにと
らわれない発生主義の考え方に基づき、資産や負債の状況を示し、あわせて関係する団体との連結を行なう
ことで、地方公共団体の決算を新しい角度から情報開示します。
　財務諸表は、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の４表により構成されます。
　天龍村では従来、「総務省方式改訂モデル」により作成してきましたが、平成28年度決算から国が示した「統
一的な基準」により作成しています。これにより、自治体同士を比較することが可能となりました。
 なお、財務書類は一般会計、全体会計（一般会計＋特別会計（国保、水道、下水道、介護、後期高齢者、国保診療所）、
連結（全体会計＋第３セクター、広域連合、一部事務組合）の３種類を作成しています。

令和４年度の天龍村の財政状況分析結果

統一的な基準による令和４年度天龍村の財務書類を公表します

負債の部資産の部

資本の部

1 貸借対照表（バランスシート）
R5.3.31現在

村が所有している資産の種類と金額を左側に、その資産を取得するための財
源を右側に表すことで、資産や負債の現状を把握できます。

2 行政コスト計算書
R4.4.1～R5.3.31

自治体の支出のうち、行政サービスを供給するためにかかった消費的な支出
の内訳がわかります。

項　　　目 令和４年度

A 経常行政コスト 25億8,052万円

内

　
訳

１．人にかかるコスト（人件費など） 3億9,773万円

２．物にかかるコスト（消耗品や減価償却など） 16億148万円

３．移転支出的なコスト（社会保障給付金や他会計への繰出金） 5億7,221万円

４．その他のコスト（公債費等の利息など） 910万円

B 経常収益（使用料、手数料、分担金など） 7,811万円

C 純経常行政コスト（Ａ-Ｂ） 25億241万円

D 純行政コスト 25億478万円

（今までの世代が負担した
額）

156億8,285万円

＝ ＋＋

１８９億３１１万円

158億9,466万円
公共資産
（道路・公共施設などの
固定資産）

7億314万円投資等
（基金など）

23億531万円流動資産
（現金など）

（地方債など将来世代が負
担する額）

32億2,026万円
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行政懇談会で挨拶する永嶺村長

懇談会の様子

中
部
電
力
と
村
議
会
議
員
・

　

 

村
職
員
と
の
行
政
懇
談
会

　
中
部
電
力
と
村
議
会
議
員
、

村
職
員
と
の
行
政
懇
談
会
が
、

４
月
15
日
㈪
に
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
５
年
ぶ
り
に
役
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
中
部
電
力
は
令
和
２
年
４
月

に
分
社
化
さ
れ
、
当
日
は
、
中

部
電
力
㈱
飯
田
水
力
セ
ン
タ
ー

か
ら
８
名
、
中
部
電
力
パ
ワ
ー

グ
リ
ッ
ド
㈱
か
ら
６
名
の
方
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
側
か
ら
は
村
議
会

議
員
８
名
及
び
村
長
ほ
か
村
職

員
11
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
中
部
電
力
よ

り
、
現
在
の
組
織
体
制
、
浜
岡

原
子
力
発
電
所
の
整
備
状
況
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後

に
、
情
報
交
換
を
行
い
、
今
後

も
中
部
電
力
と
村
が
地
域
発
展

の
た
め
に
相
互
で
協
力
す
る
こ

と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
県
の
天
然
記
念
物
で
、
村
鳥

で
も
あ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
５

月
３
日
㈮
に
天
龍
村
役
場
の
屋

上
へ
飛
来
し
ま
し
た
。

　
役
場
屋
上
に
は
、
毎
年
巣
箱

を
設
置
し
て
観
察
し
て
い
ま

す
。
５
月
13
日
㈪
に
巣
箱
へ
入

り
、
５
月
24
日
㈮
か
ら
６
月
１

日
㈯
に
か
け
て
５
個
の
卵
を
産

み
ま
し
た
。
６
月
18
日
㈫
に
１

羽
目
が
孵
化
し
て
以
降
６
月
22

日
㈯
ま
で
に
雛
が
５
羽
孵
化
し

ま
し
た
。
６
月
25
日
㈫
未
明
に

１
羽
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た

が
、
７
月
12
日
㈮
に
最
初
の
１

羽
が
巣
立
っ
て
以
降
７
月
16
日

㈫
ま
で
に
全
て
の
雛
が
飛
び
立

ち
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
も
美

し
い
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
姿
が
見

ら
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
今
年
度
も
天
龍
み
ど
り
の
少

年
団
を
中
心
に
村
内
各
所
に
巣

箱
を
掛
け
、
保
護
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
絶
滅
危
惧
種
で

あ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
が
天
龍
村
で
巣

立
っ
て
い
く
の
を

み
な
さ
ん
で
見
守

っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 ブ

ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

　
　
　
　飛
来
確
認

　
４
月
11
日
㈭
天
龍
み
ど
り
の

少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
か
け
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
２
班
に
分
か
れ
て

村
内
の
橋
な
ど
各
所
に
巣
箱
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
設
置
し
た
巣
箱
は
、
２
月
22

日
㈭
に
子
ど
も
た
ち
が
制
作
し

ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
が
村
内
に
飛
来
し
ま
し
た
。

村
民
み
な
さ
ん
で
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
を
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
当
日
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
々
に
は
、
こ
の
場
を
借

り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の

　
　
　
　巣
箱
か
け

　
５
月
30
日
㈭
、
天
龍
み
ど
り

の
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
田

植
え
を
行
い
ま
し
た
。
　

　
当
日
は
近
隣
農
家
の
宮
澤
敏

仁
さ
ん
に
ご
指
導
・
ご
協
力
い

た
だ
き
、
無
事
に
田
植
え
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
農
業
の
プ
ロ
に
水
田

管
理
な
ど
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
美
味
し
い
お
米
を
育
て
ま

す
。

　
今
回
植
え
た
「
風
さ
や
か
」

と
「
も
り
も
り
も
ち
」
は
、
12

月
の
お
や
す
・
し
め
な
わ
・
も

ち
つ
き
大
会
で
美
味
し
く
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

天
龍
み
ど
り
の

 

少
年
団
の
田
植
え
!!

　
日
頃
か
ら
、
和
知
野
川
キ
ャ

ン
プ
場
を
ご
利
用
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
村
直
営
施
設

と
し
て
運
営
し
て
い
ま
し
た

同
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
が
、
多

様
化
す
る
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

よ
り
効
率
的
、
効
果
的
に
対
応

す
る
た
め
、
民
間
の
能
力
や
ノ

ウ
ハ
ウ
な
ど
を
活
用
し
、
利
用

者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
令
和
６
年
７
月

１
日
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
「
合
同
会
社 

純
晴
天

（
じ
ゅ
ん
せ
い
て
ん
）　
代
表
社

員 

松
川
友
哉
氏
（
元
地
域
お

こ
し
協
力
隊
）」
に
施
設
の
管

理
及
び
運
営
を
委
託
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
松
川
氏
は
令
和
３
年
４
月
か

ら
村
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
同
キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理
・

運
営
に
携
わ
り
、
利
用
客
を
大

幅
に
増
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

実
績
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き

同
キ
ャ
ン
プ
場
を
中
心
と
し
て

地
域
活
性
化
の
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場

指
定
管
理
制
度
導
入

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
環
境
省
か

ら「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

が
発
令
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
と

は
、
熱
中
症
に
よ
る
重
大
な
健
康

被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場

合
に
、
危
険
な
暑
さ
へ
の
注
意
と

熱
中
症
予
防
行
動
を
呼
び
か
け
る

も
の
で
す
。

　
村
で
は
毎
年
、
猛
暑
が
予
想
さ

れ
る
日
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

待
避
場
所
と
し
て
開
放
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
熱
中
症
特
別

警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た
際

に
、
暑
さ
を
避
け
休
憩
す
る
こ
と

が
出
来
る
施
設
を
村
内
に
開
設
し

ま
す
。

　
危
険
な
暑
さ
の
中
、
や
む
を
得

ず
外
出
し
た
際
や
自
宅
に
冷
房
設

備
が
な
い
場
合
は
、
充
分
な
水
分

を
補
給
す
る
と
と
も
に
、適
宜「
指

定
暑
熱
避
難
施
設
」
な
ど
を
活
用

し
、
熱
中
症
の
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
喉
が
渇
い
て
い
な
く
て

も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
や
塩
分
補

給
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
開
設
場

所
に
つ
い
て
は
、
村
内
回
覧
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

ご
不
明
な
点
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
天
龍
村
役
場

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32-

１
０
２
１

指
定
暑
熱
避
難
施
設

（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）

の
開
設
に
つ
い
て

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

　
１
０
，０
０
０
日
を

　
　
　 達
成
し
ま
し
た

◎令和６年度 自衛官等募集案内
募集項目 受験資格 受付期間 採用試験日

一般曹候補生 18歳以上33歳未満 ７月１日㈪～
９月３日㈫

１次：９月14日㈯～
22日㈰のうち１日

自衛官候補生 18歳以上33歳未満 年間通じて実施 受付時に通知

航空学生

海：高卒（見込含）23歳未満
空：高卒（見込含）24歳未満
（いずれも高卒者又は高専３年次修
了者（見込含））

７月１日㈪～
９月５日㈭ １次：９月16日㈪

防衛大学校学生 一般
18 歳以上 21 歳未満
（高卒者（見込含）又は高専３年次
修了者（見込含））

７月１日㈪～
10月17日㈭ １次：11月２日㈯

防衛医科大学校
医学科 18歳以上21歳未満

（いずれも高卒者（見込含）又は高
専３年次修了者（見込含））

７月１日㈪～
10月９日㈬ １次：10月19日㈯

看護学科 ７月１日㈪～
10月２日㈬ １次：10月12日㈯

※新規高卒者の採用試験は、政府の方針により10月以降に変更される可能性があります。
▼お問い合わせ先▼
自衛隊長野地方協力本部 飯田出張所（飯田市大久保町2637‒３ 飯田地方合同庁舎）
☎0265-22-2613　E-mail nagano.pco-ida@rct.gsdf.mod.go.jp

　
天
龍
村
は
令
和
６
年
７
月
３

日
㈬
に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１

０
，
０
０
０
日
を
達
成
し
ま
し

た
。
県
内
で
王
滝
村
に
次
い
で

２
位
の
記
録
を
達
成
で
き
た
の

は
、
日
頃
か
ら
村
民
の
み
な
さ

ん
に
交
通
安
全
を
意
識
し
て
い

た
だ
い
た
結
果
で
す
。
こ
の
記

録
を
今
後
も
伸
ば
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
引
き
続
き
交
通
安
全

の
推
進
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
１
０
，
０
０
０
日
達

成
を
節
目
に
、
今
後
も
記
録
を

継
続
し
て
い
く
た
め
８
月
４
日

㈰
に
な
ん
で
も
館
で
「
交
通
安

全
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
大

会
に
は
歴
代
の
天
龍
村
駐
在
所

に
勤
務
さ
れ
て
い
た
警
察
官
の

み
な
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
く

ほ
か
、
長
野
県
警
察
音
楽
隊
の

演
奏
会
を
行
う
予
定
で
す
。
み

な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。



　
定
額
減
税
の
対
象
と
な
る
方

で
、
定
額
減
税
可
能
額
が
「
令

和
６
年
分
推
計
所
得
税
額
」
ま

た
は
「
令
和
６
年
度
分
個
人
住

民
税
所
得
割
額
」を
上
回
る（
減

税
し
き
れ
な
い
）
と
見
込
ま
れ

る
方
に
対
し
、
そ
の
差
額
を
調

整
の
う
え
給
付
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
へ
は
８
月
下

旬
頃
に
、
個
別
に
通
知
を
発
送

し
ま
す
。
お
手
元
に
通
知
が
届

き
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
開
封
し

て
い
た
だ
き
、
記
載
内
容
な
ど

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
通
知
に
は
期
限

が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
震
災
後
に
、
村
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
役
場
及
び
南
支
所
で

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
し

た
が
、６
月
末
時
点
で
２
６
７
，

０
６
０
円
と
な
り
、
日
本
赤
十

字
社
長
野
県
支
部
を
通
じ
被
災

さ
れ
た
市
町
村
へ
全
額
送
金
し

ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
ご

協
力
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

（15）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）７月25日 広 報　天　　龍（４）令和６年（2024年）７月25日

令和５年度 「ふるさと寄附金」実績報告

寄附金を活用した主な事業

　令和５年度ふるさと寄附金は、令和６年３月末までに16,760,000円、1,153件のご寄附をいただきまし
た。みなさんからの温かいご支援に心から感謝申し上げます。

みなさんからご指定いただいた分野ごとに、以下の事業に活用させていただきました。

子育て支援、教育に関する事業
・小中学校への入学祝金等支給事業 226,000円
・学力向上助成金事業  140,000円
・小中学校給食費補助事業 839,000円
自然環境・農林業に関する事業
・JR伊那小沢駅前の樹木整備事業 200,000円
村へおまかせ
・龍蛇山澤基金事業  1,500,000円

　
４
月
22
日
㈪
に
、
令
和
６
年

度
第
１
回
目
と
な
る
天
龍
村
総

合
教
育
会
議
を
、
な
ん
で
も
館

で
開
催
し
、
令
和
３
年
４
月
に

制
定
し
ま
し
た
「
天
龍
村
教
育

大
綱
」
の
一
部
見
直
し
に
関
す

る
事
項
や
、
家
族
留
学
を
さ
れ

た
児
童
生
徒
の
近
況
等
に
関
す

る
内
容
を
中
心
に
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　
見
直
し
を
行
っ
た
大
綱
の
主

な
内
容
は
、
令
和
６
年
度
か
ら

中
学
校
を
小
学
校
敷
地
内
に
移

設
し
、
施
設
一
体
型
の
小
中
併

設
校
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
、
９
年
間
を
見
通
し
た
教
育

課
程
を
研
究
し
、
一
貫
教
育
型

や
義
務
教
育
学
校
へ
の
移
行
も

視
野
に
入
れ
て
、
学
力
の
向
上

や
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を
め

ざ
す
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し

た
も
の
な
ど
で
す
。

　

「
天
龍

村
教
育
大

綱
」は
、村

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲

載
し
て
い

ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ

さ
い
。

令
和
６
年
度

　
総
合
教
育
会
議

図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

・
あ
さ
で
す
よ
　
よ
る
で
す
よ

・
の
び
の
ー
び
　
の
び
の
ー
び

◇
新
着
地
域
本

・
心
の
ほ
と
ば
し
り

・
悠
久
を
旅
す
る 

信
州
の
街

道
・
60
年
前
の
記
憶 

遥
か
な
る

遠
山
郷

・
昭
和
30
〜
60
年
代
新
聞
社
の

カ
メ
ラ
が
追
っ
た
信
州
国
鉄

の
風
景

◇
一
般
向
け

・
島
津
と
武
家
史
武
家
の
雄
、

島
津
一
族
の
七
百
年
　
下

・
あ
る
行
旅
死
亡
人
の
物
語

・
人
間
関
係
を
半
分
降
り
る

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
寝
な
が
ら

も
っ
と
も
っ
と
お
金
を
増
や

し
な
さ
い
!!

◇
Ｂ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
ビ
ー

ス
ト
覚
醒

◇
日
本
画
（
画
集
）

・
浅
井
秀
水

・
亀
割
隆

・
天
龍
河
童

◇
郷
土
出
版
社

・
片
桐
白
登
の
世
界

◇
信
濃
毎
日
新
聞
社

・
仲
村
進
の
世
界

【
芥
川
賞
受
賞
】

・
ハ
ン
チ
バ
ッ
ク

【
直
木
賞
受
賞
】

・
木
挽
き
町
の
あ
だ
討
ち

・
極
楽
征
夷
大
将
軍

◇
天
龍
村
図
書
館

　
☎
32ｰ

３
２
０
６

◇
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、祝
日
、月
末
日

　
図
書
館
に
新
し
い
本
が
入
り

ま
し
た
。

◇
幼
児

・
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
お
す
し

や
さ
ん

・
デ
ィ
ズ
ニ
ー 

ピ
ノ
キ
オ
２

歳
か
ら

　
幼
児
向
け
の
リ
ク
エ
ス
ト
本

募
集
中
で
す
!!

◇
え
ほ
ん

・
野
球
し
よ
う
ぜ
！
大
谷
翔
平

も
の
が
た
り

　
広
報
天
龍
第
２
１
８
号
（
４

月
号
）
で
公
表
後
、
６
月
30
日

現
在
で
次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
ご

希
望
の
方
の
み
、
氏
名
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
山
田
治
和
様
●
黒
田
直
人
様

●
有
波
裕
貴
様
●
沓
掛
あ
つ
子
様

●
今
井
伸
明
様
●
内
田
大
心
様

●
笠
原
善
郎
様
●
青
木
理
様

●
尾
崎
淳
平
様
●
白
戸
憲
一
様

●
福
田
弘
武
様
●
海
老
塚
悠
将
様

●
瀧
澤
和
宏
様
●
松
岡
政
紀
様

●
冷
水
美
奈
子
様
●
根
本
武
弘
様

●
岩
本
真
生
様
●
森
正
広
和
様

●
奥
村
眞
史
様

　
今
回
は
82
名
の
方
か
ら
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

な
ど
か
ら
も
お
申
込
み
が
で

き
ま
す
。
決
済
方
法
は
金
融
機

関
か
ら
の
振
込
み
の
ほ
か
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
役
場
窓

口
で
も
承
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

事業の区分 寄付金額 件　数

1 いつまでもいきいき暮らしたい（福祉） 2,675,000 円 171 件

2 元気な笑顔を育てたい（子育て支援・教育） 2,896,000 円 201 件

3 澄んだ空気と緑の山を守りたい（自然環境・農林業） 4,678,000 円 336 件

4 行ってみたいと思わせたい（観光） 1,008,000 円 74 件

5 村の誇りを育てたい（民俗芸能の保存継承） 664,000 円 52 件

6 村へおまかせ 4,839,000 円 319 件

合　　計 16,760,000 円 1,153 件

　
相
続
登
記
に
関
し
て
ご
不
明

な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

以
下
の
期
間
で
、
県
内
各
司
法

書
士
事
務
所
に
よ
る
無
料
相
談

が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

•

期 

間
令
和
６
年
８
月
５
日
㈪
〜

８
月
９
日
㈮

•

時 

間
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
日
を
除
く
）

•

場 

所
　
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

（
ご
希
望
の
司
法
書
士
事
務

所
へ
直
接
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
な
ど
、
ご
不
明
な
場

合
は
、
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

•

相
談
料
／
無
料

※

お
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
２
６‒

２
３
２‒

７
４
９
２

〜
相
続
の
心
配
ご
と
を

　解
決
し
ま
せ
ん
か
？
〜

「
相
続
登
記

　特
別
無
料
相
談
」

司
法
書
士
事
務
所
に
お
け
る

令
和
６
年

 

能
登
半
島
地
震

　
　

 

義
援
金
報
告

天
龍
村
定
額
減
税
補
足
給
付
金

（
調
整
給
付
）に
関
す
る
お
知
ら
せ



（17）広 報　天　　龍 令和６年（2024年）７月25日 広 報　天　　龍（16）令和６年（2024年）７月25日

　
４
月
20
日
㈯
に
第
25
回
天
龍

村
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が

晴
天
の
中
ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
村
内
の
17
名
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
優
勝
者
は
、
南
中
区

の
熊
谷
周
文
さ
ん
で
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
慰
労
会
も
多
く
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
、
豚
汁
な
ど
を
食
べ

な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
次
回
は
11
月
に
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
み

な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ニ
セ
ン
ジ

パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

は
11
月
末
ま
で
、
定
休
日
を
除

き
休
ま
ず
営
業
し
て
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
プ
レ
ー
代…

大
人
５
０
０
円

小
人
２
０
０
円
（
中
学
生
以
下
）

●
営
業
期
間…

４
月
１
日
㈪
か

ら
11
月
30
日
㈯

●
定
休
日…

毎
週
火
曜
日
　

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

…
地
域
振
興
課
商
工
観
光
係

　
☎
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-１
０
２
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第
25
回
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
開
催
！

平岡ダムの歴史を学ぶ

その他、補助制度の詳細に関する説明、
ご相談などは建設課建設係 ☎32-1022
までお問い合わせください。

○天龍村内の空き家の
　所有者（配偶者・親族）である方。
○所定の金融機関から受ける融資。
　※貸金業による融資は対象外

○補給期間は資金の償還期間です。

村内の空き家に関する

 　　　　　　を補給します

補助要件

　
村
内
に
は
た
く
さ
ん
の
き
れ

い
な
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

　
色
と
り
ど
り
の
花
は
、
と
て

も
癒
さ
れ
ま
す
が
、
村
内
い
た

る
と
こ
ろ
で
可
愛
ら
し
い
花
を

咲
か
せ
る
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ

は
、
実
は
毒
を
持
つ
た
め
、
素

手
で
触
る
と
皮
膚
が
か
ぶ
れ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
葉
が
ヨ
モ

ギ
と
似
て
い
る
た
め
、
ヨ
モ
ギ

と
勘
違
い
し
て
触
る
、
口
に
入

れ
る
な
ど
の
危
険
が
あ
り
、
見

分
け
る
と
き
に
注
意
が
必
要
で

す
。

　
ま
た
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

は
強
い
毒
性
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
特
定
外
来
生
物
で
す
。

　
特
定
外
来
生
物
と
は
、
外
来

生
物
（
人
間
活
動
に
よ
っ
て
他

の
地
域
か
ら
移
入
さ
れ
た
生
き

も
の
）
の
う
ち
、
自
然
環
境
や

人
の 

生
命
・
身
体
、
農
作
物

な
ど
に
被
害
を
与
え
る
、
ま
た

は
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
生
き
も

の
で
、「
外
来
生
物
法
（
特
定

外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
に
係

る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法

律
）」
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
生

き
も
の
の
こ
と
で
す
。
特
定
外

来
生
物
は
い
ず
れ
も
繁
殖
力
が

強
く
、
放
っ
て
お
く
と
天
龍
村

の
貴
重
な
自
然
環
境
や
景
観
が

破
壊
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
度

増
え
る
と
駆
除
す
る
に
は
た
く

さ
ん
の
労
力
や
時
間
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
特
定
外
来
生
物
の

駆
除
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
花
の
特
徴
な
ど
は
、Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

危
険
な
花

ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
・
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

　天龍村郷土美術館では７月から、「日本画を中心とした作品展」を開催しています。
　荒木十畝をはじめ、郷土にゆかりのある日本画家による作品をぜひご覧ください。
　天龍村郷土美術館では、定期的に作品の入替を行う予定です。
【主な展示作品　作家名】
・荒木十畝、棚田泰生、平岩洋彦、滝沢具幸、熊谷薫、大平小州、片桐白登、亀割隆、小木曽玲山、
渡瀬凌雲、原蓬山、浅井秀水　他

【入館料】　天龍村居住者無料　※村外の方は大人200円、子供（中学生以下）100円

　
地
域
住
民
の
集
落
環
境
を
整

備
し
、
よ
り
住
み
や
す
い
環
境

を
推
進
す
る
た
め
、
住
民
が
自

ら
取
り
組
む
整
備
事
業
（
地
区

集
会
施
設
な
ど
の
新
設
改
良
事

業
）
に
必
要
と
な
る
原
材
料
経

費
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
経
費…

原
材
料
費

　
今
ま
で
に
、
ご
み
集
積
場
や

バ
ス
停
待
合
室
、
集
会
施
設
庭

の
整
備
な
ど
に
活
用
い
た
だ
い

　
６
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
に
ミ

ド
ル
ベ
リ
ー
大
学
日
本
校
の
学

生
６
名
が
天
龍
村
を
訪
れ
ま
し

た
。
ミ
ド
ル
ベ
リ
ー
大
学
日
本

校
と
は
、
８
年
前
か
ら
交
流
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
滞
在
中
は
、
総
合
体
育
施
設

で
村
内
の
子
ど
も
た
ち
と
ス

ポ
ー
ツ
交
流
を
行
っ
た
ほ
か
、

平
岡
ダ
ム
の
歴
史
に
関
す
る
学

習
や
お
茶
摘
み
ツ
ア
ー
へ
の
参

加
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
国
際
交
流
は
、
天

龍
村
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

に
な
る
と
と
も
に
、
村
に
と
っ

て
も
大
き
な
刺
激
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
こ
う
し
た
交
流
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ミ
ド
ル
ベ
リ
ー
大
学

　 

日
本
校
学
生
受
入

天龍村長選挙の日程について

11月10日に任期満了を迎える天龍村長
選挙は、以下の日程で行われます。

告　示　日：10月22日㈫
投開票日：10月27日㈰

り
ま
し
た
ら
、
地
域
振
興
課
移

住
定
住
推
進
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○
秘
境
大
学
と
は…

関
係
人
口
を
創
出
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
天
龍
村
の
フ
ァ

ン
を
増
や
す
取
組
み
で
す
。

●
５
月
19
日
㈰

　
　
郷
土
料
理
教
室

　
昨
年
度
１
年
間
通
し
て
開
催

し
た
料
理
教
室
は
非
常
に
人
気

の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
村
民
の
方
が
、
教
授
と
な
り
、

村
内
外
か
ら
21
名
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
、
美
味
し
い
・
楽
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
し
た
。

・
メ
ニ
ュ
ー

「
よ
も
ぎ
の
柏
餅
」・「
山
菜
の

天
ぷ
ら
」

秘
境
大
学
２
０
２
４

　
　
　
　
　
　 
開
校

て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
活
用
を
希
望
さ

れ
る
地
区
は
、
必
ず
事
前
に
総

務
課
企
画
財
政
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
32-

２
０
０
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住
民
が
減
り
、
空
き
家
が
増

え
る
こ
と
で
様
々
な
問
題
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
時
間
と
共
に
建
物

の
状
況
が
悪
く
な
る
こ
と
で
倒

壊
の
危
険
が
出
て
き
た
り
、
空

き
家
で
害
獣
・
害
虫
が
繁
殖
し
、

繁
殖
し
た
動
物
が
田
畑
を
荒
ら

し
た
り
、
異
臭
の
発
生
な
ど
の

問
題
を
引
き
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

　
他
に
も
、
草
木
が
生
い
茂
り
、

割
れ
た
窓
や
放
置
物
の
散
乱
な

ど
景
観
を
乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
を
少
し
で

も
減
ら
せ
る
よ
う
、
村
で
は
、

空
き
家
の
中
の
棚
や
家
電
製
品

な
ど
を
片
付
け
る
時
に
発
生
す

る
費
用
を
補
助
す
る
「
空
き
家

片
付
け
補
助
金
」
も
あ
り
ま
す

の
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

い
た
だ
き
積
極
的
な
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
や
ご
相
談
な
ど
あ

空
き
家
バ
ン
ク
の

　
　
活
用
に
つ
い
て

天龍村郷土美術館 ～日本画を中心とした作品展～

地
区
内
自
営
整
備
材
料
費

支
給
事
業
補
助
金
の

お
知
ら
せ
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催
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し
た
。
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ま
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、
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＆
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場

は
11
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末
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で
、
定
休
日
を
除

き
休
ま
ず
営
業
し
て
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
プ
レ
ー
代…

大
人
５
０
０
円

小
人
２
０
０
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（
中
学
生
以
下
）

●
営
業
期
間…

４
月
１
日
㈪
か

ら
11
月
30
日
㈯

●
定
休
日…

毎
週
火
曜
日
　

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

…

地
域
振
興
課
商
工
観
光
係
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○所定の金融機関から受ける融資。
　※貸金業による融資は対象外

○補給期間は資金の償還期間です。
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内
に
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ん
の
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れ
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な
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が
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い
ま
す
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り
ど
り
の
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は
、
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て

も
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ま
す
が
、
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内
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る
と
こ
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で
可
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ら
し
い
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を
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る
ナ
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シ
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実
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毒
を
持
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た
め
、
素
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触
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と
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膚
が
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る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
葉
が
ヨ
モ

ギ
と
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て
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る
た
め
、
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と
勘
違
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し
て
触
る
、
口
に
入
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る
な
ど
の
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が
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、
見

分
け
る
と
き
に
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意
が
必
要
で

す
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ま
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、
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ン
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イ
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ク
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強
い
毒
性
は
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せ
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が
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特
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来
生
物
で
す
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は
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も
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）
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の
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に
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に
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指
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た
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も
の
の
こ
と
で
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。
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定
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は
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が
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と
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に
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進
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め
、
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組
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（
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ど
の
新
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改
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事
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に
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要
と
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る
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に
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し
、
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算
の
範
囲
内
で
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助
金
を
交
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し
ま
す
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で
に
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み
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積
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や
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停
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、
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会
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設
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の
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な
ど
に
活
用
い
た
だ
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１
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・
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日
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に
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学
日
本
校
の
学

生
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名
が
天
龍
村
を
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ま
し
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。
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ル
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ー
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学
日
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は
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前
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ら
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が

続
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ま
す
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在
中
は
、
総
合
体
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設

で
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内
の
子
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と
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流
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、
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の
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る
学
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や
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み
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の
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加
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ま
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こ
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た
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交
流
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、
天

龍
村
を
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て
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だ
く
機
会

に
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る
と
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も
に
、
村
に
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て
も
大
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な
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と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
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う
し
た
交
流
を
続

け
て
い
き
た
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と
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ま
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。
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ル
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ー
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本
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生
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入

天龍村長選挙の日程について

11月10日に任期満了を迎える天龍村長
選挙は、以下の日程で行われます。

告　示　日：10月22日㈫
投開票日：10月27日㈰

り
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し
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ら
、
地
域
振
興
課
移

住
定
住
推
進
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
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い
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関
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を
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出
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る
プ
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で
、
天
龍
村
の
フ
ァ
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を
増
や
す
取
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で
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●
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日
㈰

　
　
郷
土
料
理
教
室
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年
度
１
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間
通
し
て
開
催

し
た
料
理
教
室
は
非
常
に
人
気

の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
村
民
の
方
が
、
教
授
と
な
り
、

村
内
外
か
ら
21
名
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
、
美
味
し
い
・
楽
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
し
た
。

・
メ
ニ
ュ
ー

「
よ
も
ぎ
の
柏
餅
」・「
山
菜
の

天
ぷ
ら
」

秘
境
大
学
２
０
２
４

　
　
　
　
　
　 

開
校

て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
活
用
を
希
望
さ

れ
る
地
区
は
、
必
ず
事
前
に
総

務
課
企
画
財
政
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
32-

２
０
０
１

　
住
民
が
減
り
、
空
き
家
が
増

え
る
こ
と
で
様
々
な
問
題
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
時
間
と
共
に
建
物

の
状
況
が
悪
く
な
る
こ
と
で
倒

壊
の
危
険
が
出
て
き
た
り
、
空

き
家
で
害
獣
・
害
虫
が
繁
殖
し
、

繁
殖
し
た
動
物
が
田
畑
を
荒
ら

し
た
り
、
異
臭
の
発
生
な
ど
の

問
題
を
引
き
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

　
他
に
も
、
草
木
が
生
い
茂
り
、

割
れ
た
窓
や
放
置
物
の
散
乱
な

ど
景
観
を
乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
を
少
し
で

も
減
ら
せ
る
よ
う
、
村
で
は
、

空
き
家
の
中
の
棚
や
家
電
製
品

な
ど
を
片
付
け
る
時
に
発
生
す

る
費
用
を
補
助
す
る
「
空
き
家

片
付
け
補
助
金
」
も
あ
り
ま
す

の
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

い
た
だ
き
積
極
的
な
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
不
明
な
点
や
ご
相
談
な
ど
あ

空
き
家
バ
ン
ク
の

　
　
活
用
に
つ
い
て

天龍村郷土美術館 ～日本画を中心とした作品展～

地
区
内
自
営
整
備
材
料
費

支
給
事
業
補
助
金
の

お
知
ら
せ
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　ピ
ー
ス
を
し
た
龍

の
か
わ
い
い
姿
か
ら
。

ピ
ー
ス
と
平
和
の
ピ
ー

ス
（peace
）
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の
。

　
令
和
６
年
２
月
に
実

施
し
た
名
前
の
公
募
の

中
か
ら
選
定
を
行
い
、

東
原
Ａ
区
の
野
竹
好
美

さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ

い
た
名
前
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
名
前
案
は
24
件
あ

り
、
天
龍
村
を
連
想
し

た
名
前
の
ほ
か
、
方
言

を
用
い
た
も
の
な
ど

様
々
な
発
想
で
応
募
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
、
た
く
さ
ん
の

素
敵
な
名
前
を
考
え
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
天
龍
村

と
、「
ど
ら
っ
ぴ
ー
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

「どらっぴー」です!

村公式 マスコットキャラクターの
　　名前が決定しました!

公益財団法人長野県市町村振興協会

オーケストラと友に2024
天龍村開催

in

辰年記念イベント

　６月８日㈯、第22回天龍村大運動会が初夏の晴天のなか、盛大に開催されました。
　園児、小・中学生は日頃の練習の成果を遺憾なく発揮し、はつらつとした姿を披露することができました。
　また今年は辰（龍）年ということで、天龍村にとって非常に縁起の良い年ということもあり、それに
あやかった公民館主催競技なども行い、大勢のみなさまにご参加いただきました。
　また、新型コロナウイルス感染症が５類に移行したことに伴い、昼食時に婦人会のみなさまのご厚意
により、数年振りに天龍カレーが復活しました。みなさん笑顔で召し上がっている姿が印象的でした。
　また、来年度についても盛大に開催できるよう、準備してまいりたいと思いますので、ご協力のほど
よろしくお願いします。

　５月４日㈯、オーケストラと友に2024in天龍村がなんでも館で開催されました。223名が来場し音楽
を楽しみました。このコンサートは、より身近な場所で一流のクラシック音楽に親しんで欲しいという
理念のもと、毎年飯田市などで名古屋フィルハーモニーのメンバーを招いて開催されています。
　今年は12年に一度の辰年、つまり天龍村にとって特別な１年にするために初めてなんでも館に名古屋
フィルハーモニーの金管五重奏のメンバーを招いて、本物の音楽に親しみました。サウンド・オブ・ミュー
ジックなど、一度は聞いた事がある曲も流れて、会場はとても盛り上がりました。
　また、小学生による天龍熊伏太鼓の歓迎演奏や村内で活動しているリューズシンフォニージャズバン
ドとの合同演奏もあり、素敵な夜になりました。

天龍村大運動会開催第22回


